


心 の 糧

副 管長 ソー プ Ｂ． ア イ ザ ク ソ ン

故㍊ 論 二１欝 灘 害難 雰要矯 購難雛
たはそれに相当す る物）を，貧 しい人々の祝福のために監督に納めるのは，すべて

の末 日聖徒の義務である。食物の代 りにそれ と等 しい価の もの，またはお金持ちの

人なら，充分な献金を貧 しい人々のために取 りのけて捧げるのである。」（福音の教

義 Ｐ．２４３）

断食の律法に忠実に従い，その中の戒めである祈 りをなし，正直な断食献金を納

めるならば，末 日聖徒は物心両面にわたり，さらに豊かに祝福されるであろう。そ

して，主が命 じた もうたごとく，すべての貧 しい人々に捧げる教会の基金は豊かに

なるであろう。主が断食の律法に完全に従われたように，我々も心か ら断食と祈 り

をなし，正直な断食献金を払おうではないか。’その時，神は我々を祝福 したもうの

である。主は自らその道を我々に示 した もうた。
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この家族の写真は，デ ピ ド ０．マ ッケイの最 も古い写真である。デ

ビ ドは父のひざ に座 っている。 （上）

１９２１年十二使徒評議員のデ ビ ド ０． マッケイと ヒュー Ｊ．キ ャノ

ン長老は全世界にある教 会の伝道部を訪 問 した。教 会幹部がこのよう

な旅行を したのはは じめてのことであ った。 （下）

マ ッケ イ大 管 長 ， ヒ ュー Ｂ． ブ ラ ウ ン， ジ ョセ フ フ ィ

ール デ ィ ング ス ミス 副管 長 は ， ソル トレー ク タバ ナ クル

に お け る 多 くの 総 大 会 を 管 理 した。

大 管 長 デ ビ ド ０．マ ッケ イ

教 会 出版 局 長

ヘ ン リ ー Ａ． ス ミ ス

日聖 徒 イ エ ス ・キ リス ト教 会 の予 言 者 ， 聖 見 者 ， 啓

末
示 を受 く る者 と して， 人 々 か ら愛 され た デ ビ ド ０．

マ ッケ イ大 管長 は， １ｑ７０年 １月 １８日 ユ タ州 ソル トレー ク市

の 自宅 で逝 去 した。 ９６年 の生 涯 を終 え た予 言 者 の葬 儀 は １

月 ２２日 ソル トレー クの タ バ ナ クル で 挙 行 され た。

デ ビ ド ・オ ー マ ン ・マ ッケ イ は教 会 の第 九 代 大 管 長 と し

て １９５１年 ４月 ９日 ソル トレー ク タバ ナ クル で 開 か れ た厳 粛

な集 会 に お いて 支 持 され た。 時 に７７歳 で あ っ た。

予 言 者 ， 聖 見 者 ， 啓 示 を 受 くる者 の 死去 によ り， お よ そ

２０年 間 にわ た り続 い た地 上 に お け る神 の王 国 の 進歩 の行 軍

の 一 つ が ，他 に類 を 見 な い 時 代 と して終 止 符 を打 っ た。

今 日，三 百 万 教 会 員 の半 数 以 上 が， マ ッケ イ大 管 長 が 指

揮 す る モル モ ンの行 軍 に 加 わ っ た の で あ る。 彼 が大 管 長 会

に在 任 期 間 中， 教 会 は歴 史 を 通 じて類 を見 な い驚 異 的 な進

歩 と発 展 を遂 げ た。

マ ッケイ 大 管 長 は， 「聖 霊 と共 に い る こ とが で き る よ う

に ベ ス トを尽 す 」 と の誓 い の もと に教 会 の指 導 者 とい う責

任 を 引 き受 け た。 霊 感 あふ る る指 導 ， 彼 に率 い られ た大 管

長 会 の業 績 は， マ ッケイ 大 管 長 が 聖 霊 と共 にあ った こ との

証 で あ る。 それ は ま さ し く 「黄 金 時 代 」 で あ った。 本 当 の

意 味 で ， 教 会 が 国 際 的 視 野 に立 っ た時 代 で あ る。

１９５２年 の夏 ， マ ッケ イ 大 管長 が聖 任 後 初 め て 欧州 を訪 れ

１９６１年 ２月，マ ッケイ大管長は，英国初の教

会堂，ハイ ドパ ーク教 会堂を献堂 した。 （左）



た時 ，彼 は「ア メ リカ の教 会 と ヨー ロ ッパ の教 会 員 との 接近 」

を確 信 した。 この訪 問 中 ， スイ ス神 殿 用 地 を選 び ，現 在 建 造

な っ た ロ ン ドン神 殿 用 地 の購 入 を考 え た のだ っ た。

これ が マ ッケ ィ大 管 長 の考 え方 で あ る。 す な わ ち， 世 界 の

国 々 に住 む 末 日聖 徒 が ， も し神 殿 の 霊 に か か わ る大 きな祝 福

を受 け る ことが で き る とす れ ば ，聖 徒 は祖 国 に と どま り， 教

会 を建 て るで あ ろ う と。 彼 の大 管長 会在 任 期 間 に， ５つ の神

殿 を 奉 献 し， そ の う ち ３つ は ア メ リカ以 外 の 国 々， す な わ ち

ス イ ス， イ ギ リス ， ニ ュー ジー ラ ン ドで あ った とい う事 実 は

こ の点 に おい て彼 が い か に努 力 した か の 証拠 とな ろ う。

さ らに， 「国際 的視 野 に 立 っ た方針 」 とい う彼 の言 葉 の証

と もな るべ き事 柄 が あ げ られ る。 す な わ ち， 大管 長 会在 任 期

間 中 に， イギ リス ， ヨ ー ロ ッパ， 南 ア メ リカ， さ らに太 平 洋

諸 島 にお い て 最初 の ス テー キ部 が組 織 され た の で あ る。 これ

らの最初 は， １９６１年 に 組織 され た マ ンチ ェス ター ス テ ー キ部

で あ った 。

デ ビ ド ０ ． マ ッケ ィ は 劇的 な情 況 の も とに教 会 の大 管 長

とな った 。 第 １２１回年 次総 大 会 は ４月 の ６， ７， ８日， 金 ，

土 ， 日曜 日 に予 定 され， 数 週 間前 よ り計 画 が練 られ て い た。

大 会 の開 か れ る ２日前 ， す なわ ち１９５１年 ４月 ４日， ジ ョー ジ

アル バ ー ト ・ス ミス大 管長 は誕 生 日 にあ た る 日に ソル トレー

ク市 の 自宅 で 死去 され た の で あ る。 そ の 時， ベ ッ ドの傍 に は

ス ミス大 管長 の家 族 と，大 管長 の後 継 者 が 見守 っ て い た。 大

管 長 会 の責 任 が重 く彼 の肩 に の しか か っ て き た の で あ っ た。

当 時， マ ッケ イ大 管 長 は， 副 管 長 と十 二 使 徒 評 議 員 会 会 長

の職 に あ っ た。 ス ミス大 管 長 の死 去 す る前 日， 彼 はベ ッ ドの

傍 に 呼 ばれ た。 ス ミス大 管 長 は も う意 識 不 明 だ っ たが ， マ ッ

ケ ィ大 管 長 が指 導 者 の責 任 を与 え られ る こ とを完 全 に知 って

い た。 そ れ は， す ば ら しい経 験 で あ っ た。

２日後 ， 総 大 会 は大 管 長 空 席 の ま ま開 か れ た。 管 理 権 は十

二 使 徒 評 議 員 会 に あ り， デ ピ ド ０． マ ッケ ィは その 会 長 で

あ っ た。 出席 した人 々や ラ ジオ ， テ レビで 大 会 の 模 様 を 見 聞

き した多 くの入 々 の記 憶 に よ る と， 十 二 使 徒 評 議 員 会 管 理 の

もと に総 大 会 が 開 か れ たの は これ が は じめ て で あ っ た。

土 曜 日 の大 会 は ス ミス大 管 長 葬 儀 の た め中 止 とな り， マ ッ

ケィ 会 長 が 葬 式 を 管 理 した。 そ して ， 大 会 は月 曜 日 に も開 か

れ ， 午 前 の大 会 で マ ッケ イ 大 管 長 が 支 持 され ， 同 時 に 大 管 長

会 が 組 織 され た。 副 管 長 は ， ス テ ィ ー ヴ ン Ｌ， リチ ャー ズ

と Ｊ． ル ーベ ン ・ク ラー ク， Ｊｒ．で あ った。

デ ビ ド ０ ． マ ッケ ’イ大 管 長 が 在任 した２０年 近 くの 間 の全

皿

マ ッケイ大管長 は歴代大管長 の中 ，最 も旅 をし差大管長で ある。

これは ニ ュージーラン ドの人 々に語 って いる写真で ある。 （上）

マ ッケイ大管長 は多 くの政治指導者 と語 り合 った。 これ は数年前

ニ ュージー ラン ドの ウ ォルタ ー ナ ッシュ首相 と会見 した時の写

真である。（下）

会 員 数 ， ス テー キ部 ， ワー ド部数 ， 伝 道 部 教 に 教 会 の成 長 が

顕 著 に示 され て い る。 １９５１年 マ ッケ イ大 管 長 が就 任 した 時教

会 員 の数 は約 １１５万 人 で あ っ た の に対 し今 日 で は ３００万 人 近

くに急 増 して い る。 １９５１年 ス テ ー キ部 数 は １８０で あ っ た の に

対 し， 現 在 は５００で あ る。 当時 ワ ー ド部 と支 部 の合 計 は １，５４１

で あ っ た の に対 し， 現 在 で は ４，２００を越 え る。 １９５１年 伝 道 部

数 は４３で あ っ た の に対 し， 現 在 は８０を越 え て い る。

こ の成 長 は， マ ッケ イ大 管 長 の霊 感 に満 ち た進 歩 的 な 指 導

性 に よ る と こ ろが 非 常 に大 きい。 教 会 の支 部 組 織 の あ る世 界

のい た る所 で ， 彼 の影 響 力 を 感 じる こ とが で き る。彼 は 大 管

長 と して 最 も旅 を した人 で あ る。近 代 輸 送機 関 を 利 用 して ，

文 字 通 り地 球 の 隅 々 に まで 旅 し，聖 徒 た ち と会 い ，宣 教師 を

力 づ け ， 礼 拝 堂 や 神 殿 を献 堂 し， い た る所 で 教 会 の た め に友

を 作 った 。 そ の 旅 行 の 中 には，イ ギ リス と ヨー ロ ッパ を 数 回 ，幽

中 南 米 お よ び メキ シ コ訪 問 ， 南 ア フ リカ （マ ッケ イ 大 管長 は

南 ア フ リカを 訪 れ た最 初 の教 会 幹 部 で あ る） 旅 行 ， か つ て 大

管 長 が 足 を のば した こ との な い ニ ュー ジー ラ ン ドや オ ー ス ト

ラ リヤ を 含 む 太 平 洋 諸 国 の伝 道 部 訪 問 が あ る。

マ ッケ イ 大 管 長 は教 会幹 部 と して， 約 ６４年 の長 き に わ た っ

た。 十 二 使徒 評 議 員 会 に指 名 され た の が １９０６年 ４月 ３２歳 の 時

筋 。た 。 ． ン 、 ｝

デ ピ ド ０ ． マ ッケ イ は， １８７３年 ９月 ８ 日， ス コ ッ トラ ン



マ ッケイ大管長御夫妻は 御子息の デ ビ ド ロー レンス マ ッケイ

夫妻 と共 に １９５２年 ６月 フィンラン ドのヘルシ ンキを訪れた。 フィ

ンラン ド伝道部長 ヘ ンリー Ａ．マチスの出迎えを受ける四人。

掘鱗記 デ ビ ド Ｏ． マッケイ大

管長の もとで ５つの神殿

が献堂され，そのうち ３

つはアメ リ力国外であ っ

た。１９５５年 ８月 ロン ドン

神殿の くわ入れ式を行な

う大管長。

ドか らの改 宗 者 デ ビ ド ・マ ッケ イを 父 と し， ウ ェ ール ズ 出 身

の ジ ェ ネ ッ ト ・エ バ ン ズ を母 と して ， ユ タ州 オ グ デ ンバ リー

ハ ンツ ビル に生 ま れ た。 七 歳 の時 ， 父 は ２年 間 英 国で 伝 道 す

る宣 教 師 に 召 され ， ハ ン ッ ビル に残 っ た母 と子 供 た ち は農 耕

に従 事 した。 （マ ッケ イニ 族 は長 年 ハ ン ツ ビル の家 を 別 荘 と

して 使 っ て お り， マ ッケ ィ大 管 長 も最 後 の病 にふ せ る まで ，

家 族 と共 に生 家 で過 す の を楽 しみ と して い た 。）

デ ビ ド ０． マ ッケ イ はハ ン ツ ビル で 初等 教 育 を 受 け ，

１８９４年 ソ ル トレー ク市 の ユ タ大 学 へ 入 学 ， １８９７年 の卒 業 の 時

に は総 代 を つ と め た。

卒 業 後 宣 教 師 に召 され ， 父 に続 い て イ ギ リス で 伝道 し， 教

会 の傑 出 した宣 教 師 の一 人 とい う評 判 を 得 た。 この よ うに し

て ， 宣 教 師 と指 導 者 と して の人 生 が 始 っ たの で あ る。 １８９８年

３月 ， グ ラ ス ゴー 地 方 部 長 に指 名 され １８９９年 ９月 に帰 国す る

まで 一 年 以 上 その 召 しにあ った 。

１８９９年 ，現 在 は ウ ェー バ ー州 立大 学 とな っ て い るユ タ州 オ

グ デ ンの ウ ェ ーバ ー ・ア カデ ミー の教 師 に任 命 され ， １９０２年

には この 学 校 の校 長 にな って い る。

マ ッケ ’イ大 管長 は １９０１年 １月 ２日 ソル トレー ク神 殿 に お い

て， ソル トレー ク市 出身 の エ マ レイ リ ッグ ス と 結 婚 し

た。 二人 は世 界 中 の末 日聖 徒 の範 とな る理 想 的 な伴 侶 で あ っ

た。 二 人 に は七 入 の子 供 が い る。 デ ビ ド ロ ー レンス ケ ッ

ケイ ， ロ ウ ェ リン Ｒ． マ ッケ イ博 士 ， ロ イ ヤル リ ッグス

マ ッケイ （死 亡 ） ， ラ ッセル （ロ ウ ジ ー ン） ブ ラ ッ ド夫

人 ， コ ン ウ ェイ （エ マ ラエ ） ア シ ュ トン夫 人， エ ドワー ド

Ｒ． マ ッケイ博 士 ， ロバ ー ト Ｒ． マ ッケ イで あ る。

１９０６年 マ ッケ イ大 管 長 は使 徒 に召 され た数 ケ 月 後 ， デ ゼ レ

ト日曜 学 校 協 会 副 管 理 会 長 に な っ た。 １９１８年 ， 同 管 理 会 長 に

召 され ， １９３４年 大 管 長 会 に召 され る まで こ の職 にあ った 。 マ

ッケ イ大 管 長 は 「日曜 学 校近 代 化 の父 」 と して よ く知 られ て

い る。 多 くの貢 献 の う ち， 日曜 学 校 プ ログ ラ ムの統 一 化 や 日

曜 学 校 レ ッス ン の技 術 と方 法 の改 善 に関 して は だ れ も及 ぶ も

のが な い。 幼 稚 園 か ら大 人 の ク ラス まで ， 年 令 別 で 進 ん で ゆ

く学 習 コ ー スが 始 め られ ， 全 教 会 で教 師 養 成 プ ログ ラ ムが採

用 され た。

マ ッケ イ 大 管 長 は 教 会 の教 育 プ ログ ラ ム に多 大 な 貢献 を な

して い る。 １９０６年 か ら１９１９年 まで ，彼 は教 会教 育 管 理 会 の会

員 で あ り， １９１９年 か ら１９２１年 まで教 会 教育 理 事 で あ った。 ま

た ， ユ タ大 学 の 理 事， ユ タ州 立 大 学 の評 議 員 で あ っ た。 死 去

した時 に も， 彼 は ブ リガ ム ・ヤ ン グ大 学 の理 事 長， 教 会教 育

管 理 会 長 の職 に あ っ た。

１９２１年 マ ッケ イ大 管長 と ヒ ュー Ｊ． キ ャ ノ ン長 老 は教 会

の 世 界 伝道 部 を 巡 った。 この よ うな訪 問 は教 会 幹 部 と し て

は ， は じめ て の 事 だ った。

二 人 は 南 ア フ リカを除 く全 伝 道 部 を 訪れ た。 距 離 に して１０

万 キ ロ に も及 ぶ 旅 行 で あ った。

１９２２年， イ ギ リス に本 部 を置 く ヨー ロ ッパ伝 道 部 を管 理 す

るよ う任 命 され， ２年 間 そ の職 に あ っ た。

そ の後 １０年 間 は， 十 二 使 徒 と して 責 任 を果 た し， 教 会 の全

世 界 に わ た る活 動 の指 導 に つ とめ た。 そ して １９３４年 ， 彼 は ヒ

ー バ ー Ｊ． グ ラン ト大 管 長 に よ り， 大 管 長 会 第 二 副 管 長 に

召 され た。 彼 は １９５１年 大 管 長 に な る まで ， グ ラ ン ト大 管 長 ，

後 に ジ ョー ジ アル バ ー ト ス ミス大 管 長 の副 管 長 の職 にあ

っ た。 し

教 会 役 員 と して 多 忙 な 中 に も， マ ッケ イ 大 管 長 は市 民 と し

て の多 くの義 務 ， 責 任 を 果 た して きた。 １９３８年 ユ タ州 知 事 は

１９４７年 ７月 の モル モ ン開 拓 者 ソル トレー ク峡 谷 到着 百 年 記 念

を 迎 え る に あ た って ， マ ッケ イ大 管長 を百 年記 念 祭 準 備 委 員

長 に任 命 した。 １９４７年 にな って， 一 年 間 に わ た る州 百 年 記 念

祭 が 行 な わ れ た が， こ こで マ ッケ イ大 管 長 の指 導 性 が フ ル に

発 揮 され た。 そ して， ソル トレー ク市 東 部 の丘 に美 し く感 動

的 な か の 「ま さ に この土 地 だ」 の記 念 碑 を建 て， 奉 献 した。
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度々太平洋諸島を訪れた。美 しい レイを受けてポ ースを

とるマ ノケイ大管長。

そこは，ブ リガム・ヤンクとモルモンの開拓者か最初にクレ

ー ト・ソル トレーク峡谷に足を踏み入れた地である。

マ ノケイ大管長は多くの説教，著書を残 した。数々の書籍

や月刊誌イ ンプルヴメン トエラ，インス トラクター，聖徒の

道にそれらか見 られる。 この宗教的な文献は，人々か ら愛さ

れた偉大な指導者の霊感あふれる指導性の記念碑として長 く

その名をとどめるであろう。

彼は多 くの栄誉を受けた人であった。ブリガム ・ヤング大

学，ユタ州立大学，ユタ大学，ペンシルバニア州フィラデルフ

ィアのテンプル大学より名誉博士号を受けた。１９５１年テンプ

ル大学より名誉博士号を受けた時の表彰状の一部を引用して

みよう。 「氏の生涯は，教会の評議員，教会の学校の指導

外国伝道の進展，教義と教えに関する書物の著作，教会関連

企業の指導で占められてきた」１９５４年 ９月イ リノイ州 シカゴ

のサージョン国際大学は，マ ッケイ大管長の 「人類の福祉に

対する貢献と教育および人道主義確立への努力に対して」名

誉会員称を贈った。その他，マ ノケィ大管長の人類に対する

顕著な働きに対 して数々の栄誉や表彰が贈 られている。

偉大な人道主義者，模範たる父，社会の指導者，霊の指導

者，霊感あふれる神の予言者を失なった今，何百万という人

々は彼の死を悼んでいる。

１９５５年 ８月 ， ス コ ソ トラ ン ド グ リー ノ ノク・

タ バ ナ ク ル 聖歌 隊 を 迎 え る マ ノケ イ 大 管 長。

プ リンセ ス桟橋て

マ ッケイ大管長が１９０６年 使徒 に召されたころ。

圃 ・蝿ζ
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デ ビ ド ０．マ ッケ イ大管 長 は １９７０年 １月 １８日（日）

朝 ソル ト ・レーク市 に て逝 去 され ま した。

この記 事 は生 前 に書 か れ た もの です。

実 践の キ リ ス ト教
大管長 デ ビ ド ０・ マ ッ ケ イ

わ た しの 兄 弟 た ち よ。 あ る人 が 自分 に は

信 仰 が あ る と称 して い て も， も し行 い が

な か っ た ら， な ん の 役 に立 つ か 。 そ の信

仰 は 彼 を救 う こ とが で き るか 。

ヤ コ ブ ２ ：１４

コブはこの意味深 い言葉の中で，単に心の中に感 じてヤ

いるだけの信仰のむなしさを非難 し， 日常の生活 と行

ないに真理を応用することの大切さをほのめかしている。「真

の人生とクリスチャンの活動に信仰を表わさなければ，それ

は死んだ ものであり，無用の ものである」 とヤコブは教えて

いる。信 じることと実行すること，高い理想を掲げることと

日常生活にこれらの理想を実行することの間に，あまりにも

大きな食い違いが以前から，また今 日もなお存在 している。

キ リス トを文字通 りに神の御子 として受け入れている末日

聖徒イエス ・キ リス ト教会は，キ リス トが天父なる神の特性

と神格 とをあらわされたと信 じている。主御自身はまことに

この意味において次のように言われた。

「わたしを見た者は，父を 見たのである。」イエスは その

生活 と教えを通 じて，人間の生き方と社会関係の標準をお示

しになり， もしその標準を個人の生活 と入間社会の中に充分

に取 り入れるならば，それは現代の社会悪を改めるだけでな

く，人類に幸福 と平和をもたらすにちがいない。

過去二千年間に，いわゆるキリス ト教国がそのような目標

達成に失敗 したと官 われるならば，その失敗はまことのキ リ

ス ト教の原則や教えを実行 し得なかったことによると我々は

答えねばなるまい。

キリス トに心か ら従 う人はみな，宗教によって，神との関

係を示されるだけでなく，その関係を実際行動を通 して，す

なわち善悪の判断，責任の遂行に表わすことも教えられねば

ならない。

まことの宗教は生きている

これはバ トリ ツク ・ヘンリーがその生涯を閉じる時，確か

に心中に抱いていたような信仰である。彼はこう述べた，「私

は今や全財産を家族に分け与えた。私には家族にぜひ与えた

い ものが もう一つある，それはキリス ト教の信仰である。 も

し彼らがそれを持ち，私が一銭 も彼 らに与えなかったら，彼

らは豊かになるであろう。 しかし， もし彼 らがそれを持たず

に，全世界を与えられたとしても，彼 らは貧しくなるであろ

う。」

純粋な宗教は，オイケン （ドイツの哲学者）が 「純粋な天

性」と呼んでいる，わがままで，みだらで，どん欲な性質を

克服する力を与え，また 「目に見える現実の世界を超越する
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神聖な生活を経験させ」て くれる。

この哲学者はさらに続けている。「このような宗教なしに，

ま ことの文明は存在 しえない。霊的，精神的な触れあいをさ

け，その内的な関係を拒む文明は，次第に文明のまねごとと

化 していく。」

六千年以上 もの問， 人類は利己主義， 憎悪， 羨望， どん

欲 また戦争，荒廃，悪疫や死を もたらした動物的な欲望に

無制限にさらされてきた。 もし救い主の教えの最 も簡単な原

則に従っていたなら，これはすべて防 ぐことができたであろ

うに。

教会は聖徒たちに，福音の原則に恥 じない生活をするよう

にと絶えず勧めている。すなわち神とあらゆる聖なるものを

敬い，正直，誠実，・公正な生活を し，什分の一，断食献金を

払い， 日常の祈 りをなし，安息日を遵守 し，また，茶，コー

ヒー， アルコール性飲料，タバコ，麻薬などの刺激物をとる

ことをさけるようにと勧めている。

証は強 くなる

我々はみなヨブのような証をもちたいものである。 ヨブは

苦難のただ中にあって次のように言った。

「わたしは知る，わたしをあがなう者は生きておられる，

末の日に彼は必ず地の上に立たれる。わたしの肌のうじがこ

の体を滅ぼしたのち，わたしは肉に在 りて神を見 る で あ ろ

う。しかもわたしのこの目で見るであろう。わたしの見る者

はこれ以外のものではない。わたしの心はこれを望んでこが

れる。」（ヨブ１９：２５～２７欽定訳）

このような証をもだらすのは，福音の言葉と理想と教えに．

対する一致である。そして個人個人の強さはその証の強 さと

誠実さに比例 している。我々が証を持つ時，迫り来 る誘惑に

抗することができる。

私はある少女から少 し前に手紙を受けとった。 そ の 中 に

「私はお祈 りを信 じ，日曜学校に出席 して います」 と書 い

て，さらに教会の他の集会についてふれていた。それから彼

女は弱 さとわがままを認めた， これらは彼女のやさしい心に

とって，あたかもバラの花に対するひどい霜のようなもので

あろう。そ して彼女は立ち向う強さに欠けていた。そしてそ

のことがその愛らしい少女に多 くの悲 しみをもたらした。

大会やワー ド部や仲間の中にあって我々がなす ことは，世

に広まっている悪に抗する力を我々に与えてくれる６我々は

みなこの力を必要としている。この点で，教会の指導者，ス
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デーキ部の役員，ワー ド部，定員会，補朗組織の 指 導 者 に

は，大きな責任がある。若い人々は我々を見ているからであ

る。我々は福音の原則に従うことにおいて，まず模範を示す

べきである。福音の原則に従って生活 し，忍耐と信仰を もっ

て天父の御業を待ち望み，我々が理解できない多 くの事柄に

関 して，主の教えを受けるべきである。

四つの原則

これらの原則は数 も少な く，簡単で，望むなら，だれにで

も実行できるものである。 これらの第一は，まことのキリス

ト教社会が築かれる基礎である。

心をつくし，精神をつくし，思いをつくして，主なるあな

たの神を愛せよ一 実に生 きたまい，子供たちを愛 したもう

至高者に対する信仰一 人に力 と活力を与える信仰。主は導

きをいただ くために近づき得るお方であり，主を求める人々

に御自身をあ らわ した もうことが確かであること。次は，

人生は神よりの賜であり，それ故に神聖であるという真理

を受け入れること。 この賜を正 しく用いることにより，人は

自然の奴隷になるのではな く，支配する ものとなる。人の欲

望は制御され，健康と生命の延長のために用いられる。人の

情熱は，他人の幸福と祝福，民族の永続のたδ６に，統御 され

る，第 ３の原則は，

個人の誠実さ一 これは簡単な日常の正直，穏健，他人の

権利を尊重することなどであり，このようなことは仲間の信

頼を勝ち得る。 このことは個人と同様に国家に も当 て は ま

る。力の強いある国が，他国を侵 しそれを しいたげることは，

個人が盗み，隣人を殺す ことと同様に悪である。第 ４に欠 く

ことのできないものは，

各個人の社会的意識一 自分の生きてきた世界をよりよ く

することが自分の義務であると実際に悟ること。予言者ジョ

セブ ・ス ミスの次の言葉に表わされているのはまさにこの精

神である。 「もし私の人生が私の友にとって価値のないもの

なら，それは私に も価値のないものだ。」

いつの日か，賢明な人類は互いに正 しい関係の中に生きる

ことの大切さとしあわせとを悟 るようになるであろう。この

状態は単に信 じること，雄弁な勧告によるのではなく，イエ

ス ・キリス トの福音を社会生活，国民の生活および仕事にお

いて実行することにより達成 され得る。そしてこの教えは，

それを守る人を祝福 し，そのうるわしい精神の輝きのもとに

来るすべての人々を も祝福するのである。



世 の 秩 序
Ｇ ホー マー ダー ラ ム博 士

タイ に よ る福 音 書 の第 ２４章 と２５

マ

章 に は， イ エ スが 「オ リブ山 で

す わ って 」 （２４：３）語 られ た こ とが 記

され て い ます 。 そ こで ， ・イエ ス は 「あ

な た が ま た お い で に な る時 や， 世 の終

りに は ， どん な前 兆 が あ りま す か」

（２４：３）とい う弟 子 の質 問 に答 えて お

られ ま す。

い くつ か の注 目 すべ き変 化 が 予 言 さ

れ ま した。 警 告 の言 葉 が 随 所 に見 られ

い くつ か の た と え話 が 述 べ ら れ ま し

た。 「そ して この御 国 の福 音 は， す べ

て の民 に対 して あか しを す る ため に，

全 世 界 に宜 べ 伝 え られ るで あ ろ う。 そ

して そ れ か ら最 後 が 来 るの で あ る」

（２４：１４） 「人 の子 の現 れ る の も， ち

ょう ど ノ アの 時 の よ うで あ ろ う」（２４：

３７） 「だ か ら， 目を さ ま して い な さ い 。

そ の 日そ の 時 が， あ な た が た に は わ か

らな い か らで あ る」 （２５：１３） そ して ，

二 つ の た とえ話 す な わ ち タ ラ ン トの話

（２５：１４～ ３０）と最 後 の 裁 きの話 （２５：１μ

３１～ ４６） を され ま した。

この二 つ の た とえ 話 は前 後 関 係 の問

題 で あ る い は個 々 に よ く話 題 にの ぼ り

ます 。 文 学 と して ， 大 切 な考 え と して

教 え る方 法 と して ， この二 つ の た とえ

話 は それ ぞ れ に価 値 が あ りま す。 けれ

ど も前 後 関 係 で 見 る と， これ らの話 は

マ タイ ２４， ２５章 にあ る よ うに救 い主 が
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オリブ山で弟子達に話された予言，教

えの一部です。

二つのたとえ話の関係はあきらかで

す。すなわち，タラン トのたとえ話で

は，主人の命令は主より私達に与えら

れたものを知力と知恵を もって応用す

ることです。私達は与え られたものを

さらに伸ばすべきであり，責任をより

よく果たし，良き僕，役に立つ僕，忠

実な僕になるべきです。そうして こそ

「主人と一諸に喜んで くれ」（２５：２１，

２３）の言葉にふさわ しい ものとなるこ

とができます。 「役に立たない僕は」

泣き叫んだり，歯がみを して， 「外の

暗い所へ追い出さ」（２５：３０）れ る の

です。

最後の裁 きのたとえ話では，弟子達

が物質的な もの （この場合の例 として

タラン ト）だけに価値を求めないよう

に，イエスはどのようにしたら人が本

当の 「価値」あるものを得ることがで

きるかを示されました。

「人の子が栄光の中に来るとき……

そ して，すべての国民をその前に集め

て，羊飼が羊とやぎとを分けるように

彼 らをより分けるであろう。」（２５：３１

～３２）

最 後の裁きのたとえ話は，オ リブ山

で与えられた数４の教えのまとめにな

っています。 この話がクライマ ツクス

となってお．り，家庭に論点が向けられ

ています。それは神を愛 し隣人を愛す

るという二つの大きな戒めの意味を強

調 しています。

どうすれば，義 しきに適い，王の右

におかれる羊と共に座を占めることが

できるでしょうか。どうすれば 「わた
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しの父に祝福された人たちよ，さあ，

世の初めからあなたがたのために用意

されている御国を受けつ ぎな さ い」

（２５：３４） という言葉を聞く人々の群

に入ることができるで しょうか。

その答えはこのように記されていま

す。空腹の人に食べさせ，かわいてい

る人に飲ませ，旅人に宿を貸 し，裸で

いる人に着せ，病人や 「獄」にいる人

に慰めと助けを与えることです。（２５：

３５～３６）そ して，そのような導 きと教

え，奉仕は，「これらの最 も小さい者」

（２５：４０）のためにするよう教えられ

ました。

たとえ話では， これ らの命令に心を

留めた者は喜ば しい言葉を受 け ま し

た。空腹の人に食を与えず，かわいて

いる人に飲ませず，旅人や裸でいる人

に着せず遠ざけ，病人や獄 にいる人を

見舞わなかった人は，王の左にいま し

た。そして， こう言われました。 「の

ろわれた者 どもよ，わたしを離れよ…

…」・（２５：４１）「そして彼 らは永遠の刑

罰を受け，正 しい者は永遠の生命に入

るであろう」（２５＝４６）

この偉大な説教は，全人類のなすべ

きことを示 しています。私達は隣人に

仕えるために神より与え られた才能を

伸ばさなくてはなりません。不幸な状

況にある人々や困窮者のために働 くよ

う私たちは特に召されています。すべ

ての人がそのように召されているので

はないことが両方のたとえ話 の 中 に

暗黙のうちに語 られています。 この教

えは一人一人に与え られたチャレンジ

なのです。私はその中の一人に入るで

しょうか。今は末の時代です。私に何

糠

ができるでしょうか。教義によれば，

人４，町々，国々にもチャレンジが与

えられています。

私は必ずしも，病人の世話や食物，

衣料や援助を与えるなどの慈善事業の

できる裕福な人が 「羊の群」に入 るこ

とができるとは考えていません。また

悲惨で冷酷な状態にあ；て自由のない

国に住む，親切で思いや りのある人が

「やぎの群」に入 るとも考えてはいま

せん。そうではなく，広い意味での才

能を伸ばし，あわれみのある助けをす

ることは，個人にも団体にもあてはま

ることだと信 じています。

最近，教会は次の二つの事柄を強調

しています。その一つは，神の子供で

ある家族全員に愛，・食物，教育，徳を

与えることのできる健全な家庭を築 く

ことです。 「私は神の子」の歌を学ぶ

子供は，現代の都会生活に濫乱 してい

る不道徳や罪か ら守 られています。ま

た，個人や団体の幸福，世の中の秩序

の鍵 となるタラントの話や，最後の裁

きで前提条件 とされる事柄に対する準

備の一歩を踏み出しているのです。教

会で第二に強調 されている点は， 「今

や全ゆる人皆各々その義務を覚れ。ま

た己が務めを勤むべ し」 （教義と聖約

１０７：９９参照）です。

オリブ山で話された二つのたとえ話

から， これらの強調されている点に至

る道を見出すことができます。そこに

は個人の救いに関す るビジョンとチャ

レンジが見られます。 この教えには社

会の不安を抑え，世の秩序に貢献する

という根本的な問題が含ま れ て い ま

す。
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価 値

エ ル ウ イ ン Ｃ． ニ ー ル セ ン

「

彼 は全 くうぬぼれがひどい・だれよりもすぐれている
と思 って い る し，話 相 手 に な る と きで さ え， 話 して

や る とい う態 度 だ 」

あ な た は今 まで に， だ れ か に対 して こん な ふ うに感 じた こ

とが あ る はず で す 。 ま た ， 自分 に ひ そ ん で い る うぬ ぼ れ にが

っか り した こ とが あ るか も知 れ ま せ ん。 で す か ら， 私 た ち は

ど う して この よ う な誤 った 自：尊心 を 持 つ の か， ま た ど う した

らそれ を 防 ぐこ とが で き るか を 知 る必 要 が あ りま す。 逆 説 的

に言 うと， うぬ ぼ れ の 強 い 人 は普 通 自分 の価 値 を知 らな い も

ので す 。 ど う い うわ けか ， 心 の奥 底 で 自分 は価 値 が な く， 人

に嫌 わ れ て い る と思 い こみ ， 人 の 目を恐 れ るよ うに な っ た の

で す 。

ナ ンシ ー は近 所 の 友 だ ちを 見渡 して もか な う人 が な い ほ ど

の きれ い な洋 服 を 持 って い ま した。 め った に バ ー ベ キ ュー バ

ー テ ィーへ は行 か ない ので す が
， バ ー ベ キ ュー の 時 で もきれ

い に装 って い ま した。 それ も普 通 以上 に。 そ ん な 時， 彼 女 は

夫 と一 緒 に いて ， 人 々 との 会 話 に加 わ ろ う とは しま せ ん で し

た。 道 で 人 に出 会 って も， 口 も き きま せ ん で した。 実際 多 く

の人 が 道 で あ って も， あい さつ 一 つ しな か っ た と話 して い ま

す 。 彼 女 は夫 が 良 い収 入 を 得 て い るの で優 越 感 を持 ち， 普 通

の人 とは つ き あえ ない のだ ろ う と多 くの人 は考 え て い ま し

た。 実 際 は， その 反 対 で した。 近 所 の人 々 を卑 下 して い る ど

ころ で は な く， 人 に出 会 う と手足 が す くん で しま い， 口 を き

くことなどできなかったのでした。夫の社会的地位が自分と

何ら関係ないことを知っていましたし，とても夫の社会的地

位に相応のふるまいなどできないと思っていました。本当の

ところ，ナンシーは恐れと無能感に陥 り，他の人のことを考

える時間の余裕がなかったのでした。

多 くの場合気づかないのですが，ナンシーの持っていたよ
な

うな恐れは，人をだき６にすることがあります。人はすべて，

外見的な成功 とか容貌に関係なく，他人か ら愛されていると

感 じる必要があります。たしかに外見的な長所はすば らしい

ものです。 しか し， もしある人が自分の職業上の名声や良い

生活をさせて くれるというだけの理由で妻に愛されていると

知ったら，その人はきっと自分に自信がなくなるで しょう。

銀行の預金高やクラブの会員であること以外に，彼は価値が

あるので しょうか。その人は自分の意識か らそのような考え

を追い出そうとけんめいになるでしょう。けれども，その考

えは頭の中から離れるものではなく，ますます深みにおちて

ゆ くのです。仕事の上で非常な成功をおさめているある人が

どうしたわけか妻が自分 と一緒にいるのは社会的な成功のた

めだと感 じていました。 こういった恐れがあるため，彼は妻

を自分に引きとめておこうと一生懸命働きました。妻 と話を

していて，あなただけを必要 としているけれども，あなたは

そう思っていないらしいと妻から言われて も，彼は言葉通り

に受け取れませんでした。彼はい らだち，おびえ，そのため
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もっと働 き。妻を放っておきました。そしてついに妻が自分

を認めて くれる人を探 しに夫のもとを離れた時，その人は全

く打ちひ しがれて， 自殺 してしまいました。

誤 まった自尊心

このような恐れを抱いている人は，誤まった自尊心を持っ

ている人であり，私に言わせれば自分の無価値感を補 うため

に他のことで自分を高めようとしている人です。 このように

ちぬぼれの強い人は自分の無価値感を他人に着せようとしま

す。他人を見下げることによって，自分がとても優れた人で

あり，周囲の人々よりも勝っているということを自分に信 じ

込ませようとします。

ロスは口論によつてそれをしま した。他人の言 うことは何

で も悪いと決めつけ，他人の考えをロスは自分なりのやり方

で くだ らないと決めつけていました。

誤まった自尊心は一見それとす ぐに判り，うぬぼれだとか

高慢だとか感 じられるものですが，非常にわかりに くい場合

もあります。ほめた言葉を真に受けないで， 「いいえ，そん

なことないでしょう」 とか 「こんな古いもの？長い間着てる

か ら，恥ずか しいわ」とか言 う人がいます。 こういう言葉は

真意を伝えずに他人をまごつかせ，他人に判断をまかせる質

問なのです。

そのような人は，自分が無能であることを他人にかぶせた

としても，自分にも他人にもまわりのものに対 して もなんと

な く不満なのです。何を見てもおもしろくないのです。もし

息子が学校で英語の成績が良だと，父は優ではないという理

由だけで気に入らないのです。また他のす ぐれた人を見ても．

息子へのあてつけになりは しないかと恐れて，その人をほめ

てやれないのです。彼の自：尊心は傷つきやす く，言いわけや

口実をつけて，ありのままの自分を自ら危険に立たせるよう

なことは しないのです。

こういった態度は，うぬぼれが強いど同時に自分に負けて

いるのです。他人と自分との関係を考える時に，いつも恐れ

を先に抱いて しまうのです。彼は他人にも暖かい態度をとっ

たり，支持 したりすることができません。また神より与えら

れた力を伸ばすために全勢力を使うこともできません。なぜ

なら，言いわけを したり，批評を したり，要求ばかり多 くて

忙 しいのです。

自尊心のある態度

３６

これ らの自分に負けている態度 とは反対に，本当に自分の

価値を認識 している人は，考えと行動に矛盾がありません。

彼は人間としての自分に満足を感 じているので，いいわけが

ましい自尊心や誤まった自尊心には縁がありません。それは

自分が何者であり，どう進 もうとしているのかを知っている

か らです。現在の不完全をなげ くのでな く， 自分に見合った

努力をしてい くのです。あ りのままの姿を進んで人に見せ，

ねたみや比較や判断を入れず，他人と対等の立場で物を老え

ます。自分よりす ぐれた才能の持ち主を見ると，それをけな

すのでなく， 自分より才能のない人に対すると同 じ暖かい態

度で，それを認めるのです。彼は自分の価値を知 っています

から，有能な人を見て も．おどおどすることはありません。他

入の誤った自：尊心を見せ られて も，その人の持つ恐れを理解

し，同情 してやり，進んで助けたいと思 うのです。また，そ

ういう人は彼の助けが必要なのです。なぜな らば，その人に

とって自分が友だちとしてぶさわしくないと思うことほど，

寂 しいことはないからです。

私の友だちに， この種の自信を持った人がいます。彼は人

にこう言います。 「私はあなたといるのが好 きだか ら，あな

たも私のことを好 きであってほしいですね。あなたと一緒の

時間をもっと持ちたいと思 っているんですよ」 このように彼

は，なりゆきにまかせるのでな く， 自分から結びつきを作る

ため，自分の感 じていることを表わし， 自分をさらけだして

いるのです。

自己を信頼して示す愛
’
けれども，怒 りや欲望はどうで しょうか。 りっぱな人はこ

ういった感情を覚えるで しょうか。ほとんどの人はその通 り

覚えるで しょうが，それをいいわけに して，他人の性格を攻

撃 したりはしません。そういった感情を認め，正 しく扱いま

す。自分の子供にはこう言 うで しょう。 「お前が妹 とけんか

しているのをみると，お父さんは怒 りた くなるよ」彼はしつ

けをするで しょうが，それがどれほど悪いかを言って子供の

心をせめるようなことはしません。他人の性格を攻撃するこ

とは，当人がそのつもりのあるなしにかかわらず， 自分の性

格の方がす ぐれていると暗黙のうちに語 っていることなので

す。

イエスは他人を自分以上に愛せと言われたのではなく， 自

分 と同じように愛せと言われま した。 この言葉の意味は非常

に大切です。というのは，人には自分を愛 していなければ，



他人を心から愛せないとい う性質があるか らです。

現代の偉大な心理学者であるカール ・ロジャースは，この

積極的な自信が個人の進歩に欠 くことのできない ものである

と述べています。また人は生来具体的な行動に表わす傾向を

もっていると述べています。つまり知的，道徳的，霊的，肉

体的に最大限の進歩をとげようとするという意味です。 しか

し彼は自身を何の束縛 も受けずに認識 しなければ，行動に表

わす ことはできないとも言っています。つまり自分の長所，

短所，善悪の傾向を知っていなければな らないのです。 ロジ

ャースの説によれば，自分の長所，短所が将来どの程度まで

発展するであろうかを知っている人は，大体において良い人

間であり，いつも自分を良い方へ導 くような行動をとるであ

ろうとい うことです。

積極的に自分を尊ぶための七つの方法

生活か ら誤った自：尊心をとり除 くには， どの程度までに積

極的な自：尊心を持てばよいで しょうか。公式はありませんが

ここにいくつかの提案をあげたいと思います。

１ 怒った時の自分を分析する習慣をつける

怒 りが非常に悪いことだと教えられている人たちは，自分

に怒 りの気持があると知った時に恐れを感 じます。そのため

恐れはよ く人から正 し如自尊心を奪 うことがあるのです。前

にも述べたように，怒 りは自然な感情であって，それを認め

たら，社会的にも道徳的にも正 しく処理 しなくてはなりませ

ん。同じことが，いわゆる他の基本的感情にも言えます。

点のリス トの方が長い場合が度々あります。それは，その人

が決 して欠点ばかりの人ということでな く，自分を積極的な

態度で見つめることに恐れをいだいているのです。 自分を良

いように考えるのは悪いことだと思い込んでおり， うぬぼれ

になるのではないかとちゅうちょしているのです。

４ 自分を大胆に人前で見せる習慣をつける

他入が見て，それを受け入れ，あるいは拒否できるように

他人に対する自分の感情を大胆に表わしなさい。 「私はあな

たの考え方に賛成だ」 とか 「私はあなたの髪型が好きよ」と

か 「そういうきみが好きだ」などという言葉は，誤った自尊

心のある人には言えない言葉です。誤った自尊心を持つ人は

こういう言葉を述べて，それに対 してお世辞を言ってもらお

うと思っているのです。

５ 家庭の夕べや楽しいタ食の話の時に，家族の全員に自分

が本当に好きだと思 っている点を言いなさい。ほとんどの人

は，愛する人にさえ，積極的な注意を払っていな い も の で

す。

６ 他人を助けることは自分の価値を表わすことであると知

りなさい

会話を独占したり，他人の話を注意 して聞かないというこ

とは，自分の意見の方が大切だと主張 していることになりま

、す。自分の価値を知 っている人は， 自分の持っていない他人

の才能や意見に， 自分にはそれがないということで悩む どこ

ろかその人に注意を向けるものです。

２ すべての感情 ・衝動を評価する習慣をつける

自分のありのままの姿を知って ください。 これは，自分の

弱点に拘泥するということでなく，自分の長所 ・短所を知ろ

うとする勇気を持ちなさいということです。心理学を学んだ

学生なら，自己の判断を入れずに自分を解明 して行 くと，や

がて自分の知 らなかった点がわかり，弱点であろうと恐れて

いたところに，長所を見出すことを知 っているで しょう。

３ 定期的に自分の長所の リス トを作る

多 くの人は，積極的な態度で自身を見つめることを恐れま

す。私は時々，自分のよ くできることとできないことのリス

トを作りなさいという試験問題を出 します。そして，両方の

リス トの長さを くらべます。すると良い点のリス トより悪い
亀

７ 意識 して単調な習慣を打破しなさい

新 しいことを考えたり，いつもと違 う道を通って家に帰っ

たり，違 う方法で仕事をしたり，普通は読まない本を数分間

読んでみなさい。陰 うつな人や他人か ら見てたよりない人は

自分を世俗的で平凡な人間であると考えます。自分に関心を
ギげ

持 ち注 意 をす る人 は， 多 くが しっか り した， 自信 の あ る謙 遜

な人 です 。 ．

以 上 の提 案 は全 部 が 全 部 の人 にあ て は ま る とは 限 りま せ ん

が ， もっ と自分 を知 る た め の助 けに はな る と思 い ま す。 だ れ

も自分 を 完 全 に知 る こ とは で きま せ ん。 大切 な こ とは， 自分

を知 ろ うと注 意 し， そ う試 み る こ とで す。 そ うす れ ば 自分 の

価 値 を知 る につ れ て ， 他 人 の価 値 もわ か るよ うに な る とい、う．

こと を知 るで しよ う。 、
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本 当 に い た

代アメリカの大白神はまだ生 きている／ 考古学者，
古

歴史学者の発見，著述により，大白神の存在は今や動

かせぬ事実である。長い間土着民の伝説をおおって い た謎

が，近代的調査と新 たな発見により拭い去られ，この神 と西

半球におけるその働きについて何世紀にもわたって くり広げ

られた論争 も終始符を打ったのである。

そのような神がいた。

コロンブスのはるか昔，神はアメリカに来た，神は古代の

民に真実の信仰を教え，死者をおこし，多 くの病人をいや し

新 しい農法を教え，平等と平和の政治を立てた。

神は超 自然的な方法で突然に来て突然に去った。

古代の民は，彼を肉体をもって地上に来た創造主だと考え

た。

莫大な数にのぼる証拠を見て，だれが疑い得ようか。

３８

一 人 と して ， 彼 が キ リス ト教 の神 で あ る こ とを否 定 で き る

者 は いな い。

教 え は聖 書 に類 似 して い た こ とが 多 くの人 々 に認 め られ て

い る。

彼 の再 臨 の約 束 は， 認 め られ て い る聖 典 中 の事 実 で あ り，

続 く歴 史 的事 実 が そ れ を証 明 して い る。

古 代 ア メ リ カに お け る 白 い神 の伝 説 は， チ リか ら ア ラス カ

に お よぶ イ ンデ ィア ンに代 々受 け継 が れ ， ハ ワイ か ら ニ ュー

ジー ラ ン ドの ポ リ ネシ ア人 の間 で も同 じよ うな伝 説 が 残 って

い る。

大 筋 に お い て， そ れ らの伝 説 はす べ て 一 致 して い る。 島 に

よ りま た 国 に よ って名 前 や ささ い な点 で 違 って い るが ，全 体

の話 は同 じで あ る。 す な わ ち， 大 白神 が い た ので あ る。 大 白

神 は彼 らの先 祖 を 訪 れ， しば しの 間教 え と導 び き を施 し， 再
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大 白 神
十二 使 徒評議 員

マ ー ク Ｅ． ピー ター セ ン

び去 っ た。 天 に昇 っ た と言 う者 もあ る。

そ の真 実 性 につ いて ， ポ ール ・ハ ー マ ンは そ の 著書 「人 の

征 服 者 」 の中 で 次 の よ うに書 い て い る。

「こ の話 を よ く考 え て み る と
，光 の神 クェ ツ ァル コー トル

は実 在 の 人 で あ り， ス ペ イ ン宣 伝 機 関 の作 り話 で もな けれ ば

イ ン デ ィ ア ンの伝 説 的 な作 り話 で もな い と結 論 せ ざ るを 得 な

い 」 （Ｐ．７２）

この神 は メ キ シ コの特 に チ ョル ー ラ地 方 で ク ェ ツ ァル コ ー

トル と して知 られ て い る。 ま た チ アパ スで は ヴ ォ タ ン， オ ア

ヒ カで は ウ ィケ ペ コチ ャ， グ ァテ マ ラで は グ ク マ ツ， ベ ル ー

で は ヴ ィ ラコ チ ャ， コ ス タ ス， ブ ラ ジル で は ス ィー ム， コ ロ

ンビ アで は ボ チ カ と呼 ばれ て い た。

ペル ー人 に は， コ ン テ ィキ ま た は イ ラテ ィキ と して知 られ

て い た。 テ ィキ ぱ 創 造主 と光 の両 方 の意 味 で あ る。 マ ヤ人 の

間 で は 主 に ク クル カ ン と して知 られ て い た。

ポ リ ネ シ ア諸 島 で は， ロ ノ， カナ， カ ネま た は コ ン， 時 と

して カナ ロアー 偉 大 な光 あ る い は偉 大 な輝 き と して ， ま た ；

カネ ア ケ アー 偉 大 な先 祖 あ る い は タ ン ガ ロ アー 大 海 と太 陽 の

神 と して 知 られ て い た。

こ の大 白神 は どん な神 だ った の だ ろ うか。 残

彼 は 背 が 高 く， 白 い 皮 膚 を して ひ げ を は や し， 青 い 目 を し

た人 だ った と記 され て い る。 ま た ゆ っ た り と した外 衣 を着 ，

天 か らや って きて ， 天 に帰 っ た。

彼 は や って きて何 を した の だ ろ うか。 病 人 を い や し， 盲 人

の 目を 開 き， 不 具 者 を 立 た せ， 死者 を お こ した。 人 々 に 自分

に して欲 しい こ とを他 入 に しな さ い， 自分 の よ うに隣 り人 を

愛 しな さい， 常 に親 切 と慈 愛 を示 しな さい と述 べ ， よ りよ い

生 活 を教 え た。

３９



彼は偉大な権能とはか り知れない愛に満 ちた方であり，丘

を平原に変え，平原を高い山に変える力を持ち，堅い岩から

泉を湧かせることができた。

人々が平和に暮 らすための律法を与えたほか，学問を求め

るよう勧め，改良された農法を教えた。

彼の来訪にまつわる驚 くべきことのうちには，全地が闇に

包まれ，人々が太陽が戻ってくるよう祈った後に彼が現われ

たということがある。暗闇が全地を覆った時， 「人々は非常

な苦難 に陥 り，消え失せた光を求めて彼 らの神に祈 り，地に

ひれ伏した。」光が戻ると，「大柄な白人が現われた。そして

その人の態度と容姿は人々の間に大きな尊敬と崇拝を呼んだ

………。人々は彼の力を見て， 万物の創 り主， 創始者， 太

陽の父と呼んだ。」 （ペ ドロ デ チェザ デ レオン著 「’イン

カ」）

この人は教えを施 こした時に，礼拝するための大きな神殿

を建てよと言 った。そ して，彼に従う人々は心から彼を信 じ

るようになった。 （ピエール ・オーナー著 「白神を求めて」

Ｐ．１６） ・

彼は人々を離れる時，再び訪れることを約束 した。ちょう

４０

ど ユ ダ ヤ人 が 約 束 され た 救 い 主 を 持 ち望 む よ うに， 土 着 民 は

白神 の再 臨 を待 ち望 む こ と と な っ た。

しか し， この信 仰 が 悲 劇 を生 ん だの で あ る。 ス ペ イ ン人 が

ア メ リカに来 ， ク ツク提 督 が ハ ワ イ諸 島 に到 着 した 時 の こ と

で あ った。 しか し， これ らの悲 劇 も白神 の真 実 性 を 増 々 証 拠

だ て る よ うに な った だ け で あ る。

ス ペ イ ンの コ ン ク ウ ィス タ ドー が南 ア メ リカ に着 包 ピザ

ロの 副 官 の 一 人 が か ぶ とを か ぶ り， 胸 当て をつ け， 輝 くマ ス

カ ッ ト銃 を 持 って海 岸 に 飛 び お りた。 印象 的 な姿 を して い た

の で あ る。

海 岸 にい た土 着 民 は驚 い て 目を 見張 るば か りで あ っ た。 彼

は 白人 だ っ たの で あ る。ペ ドロ デ カ ン デ ィ アが 歩 き出 す と，

土 着 民 はひ れ 伏 して ， 口 々 に 「ヴ ィ ラ コー チ ャ， ヴ ィラ コー

チ ャ」 と言 っ た。 勇 敢 な ペ ドロ も これ に は 驚 か され た。 土 着

民 は彼 に近 寄 り， と り囲 ん だ 。 少 な か らず恐 れ を い だ い て い

た ペ ドロ は お どか しに空 中 めが け て銃 を 一 発 打 っ た。 しか

し， 土 着 民 は動 こ うと もせ ず 「・ｆラ テ ィキ ， ・イラテ ィキ 」 と

ささ や いて い た。 これ は， 「光 の 神 」 とい う意 味 で あ る。

イ ンデ ィア ンは彼 が 再 来 した 白神 ヴ ィ ラ コ ー チ ャで あ る と
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思 い， 銃 を 見て ， 彼 が 雷 と稲 光 を あや つ っ た と考 え たの で あ

っ た。

ヘ ル ナ ン ド ・コル テ ス も同 様 に， １５２０年 メキ シ コへ 行 った

時 ， 再 来 した 白神 だ と信 じ られ た。 海 岸 近 くに住 む 土 人 が 彼

を見 た時 ， 彼 は 白人 で 男 た ちを 従 え ， 白い 帆 の 大 きな 船 に乗

っ て や って 来 た。 土 人 た ち は急 い で 首 長 モ ンテ ズ ー マの も と

へ 行 き， 大 白神 が 着 い た と知 らせ た。

モ ンテズ ー マ は驚 い た。 彼 が 首 長 にな った 時 ， ア ズ テ ツク

の祭 司 が こ う言 っ た のを 思 い 出 したか らで あ る。 「この王 位

は お前 の もので は な い。 お前 に貸 し与 え た だ け で あ る。 い つ

の 日か帰 るべ き お方 に返 す こ と に な るで あ ろ う 。」 （ピエ ー ル

ォ ー ナ ー， 前 引 用 書 Ｐ．６６）

モ ンテ ズ ー マ は， アズ テ ツクの 宗 教 に よ って 待 ち望 む よ う

教 え られ た 白神 を崇 め るべ く， あ らゆ る敬 意 を もって コル テ

ス を歓 迎 す る準 備 を した。 高 価 な贈 物 が コル テ ス に捧 げ られ

豊 か な 土地 が 明 け渡 され た。 コル テ ス は神 と して 崇 め られ た

の で あ る。 しか し， 間 もな くコル テ ス の裏 切 りに よ り， 戦 争

とな った。 モ ン テズ ー マ は王 位 を失 な い， 殺 され た。 しか し

伝 説 は残 っ たの で あ る。

ジェームス ・ク ツク提督がハワイ諸島に入航 した時，彼 も

白神と間違われた。ハワイの土人もアメ リカの同族 と同じよ

うに，大白神の再臨を長い間待ち望んでいた。

それまでに見たこともない白帆を張った大船に乗った白人

の提督 ク ソクを見て，ハワイの土人は彼を長い間待ち望んだ

金髪の神ロノとして受け入れ，崇めた。

クック提督が到着した時は，折 りしも，白神ロノの伝説に

従って行なわれるマカヒキ祭の最中であった。カラニオプウ

王は彼を式典に招 き，土人の祭司たちはロノを祭る大きなピ

ラミッドへ案内した。 とまどいなが らもこの英国の探険家は

土人の敬意を受け，礼遇を受けた。 、．

しかし，クックに率いられた水夫は天使 らしいところなど

少しもな く，彼 らの略奪がクック隊への土人の怒 りを買い，

戦いとな り，クックは一命を落 した。

しかし，またしても，伝説は続いた。

白神の物語が代々伝わっただけでなく，白神の教えも，土

着民の心に今なお生きている。

何年 もの間，男たちは戦争に行 き， しばしば殺 されたので

女たちが伝説と系図を守った。女たちは子供や孫に物語を話

４１



き

…

した。

スティーブンの 「中央 アメリカ旅行中の出来事」の中に注

目すべき調査の結果が記 されている。著者は古代グァテマラ
’、１

お よび トル デ ッ クイ ンデ ィア ン王 国 の記 録 者 で あ っ た フ ェ ン

テ ス が 民 の起 源 に つ い て述 べ た言 葉 を引 用 して い る。

フ ェ ンテ ス の記 録 に よ れ ば， 民 は モ ー セ に よ りパ ロ王 の虐

殺 か ら逃 れ た イ ス ラエ ル人 で あ り， 紅 海 を 横 切 っ た後 ， 地 方

の人 々 の影 響 を受 け て偶 像 崇 拝 者 と な っ た。 モ ー セ の しっ責

を逃 れ るた め， 民 は 四散 した。 タ ナ ブ と い う男 の指 揮 で 民 は

国 か ら国へ と さま よ い， つ い に メ キ シ コ王 国の 一 部 で あ り七

つ の ほ ら穴 と呼 ばれ る地 に た ど りつ き， そ こ に チ ュ ラの 町 を

築 い た。 指 揮 者 の タ ナ ブか らチ ュ ラ と クイ チ族 が 出 た と言 わ

れ て い る。

ま た， ４人 の兄 弟 が 家 族 を率 いて 遠 い国 を離 れ ，東 に 向 か

い， 新 しい世 界 を見 つ け， そ こ に町 を 築 い た と い う伝説 もあ

る。

古 代 クイ チ ・マ ヤ の神 聖 な書 物 で あ る ポパ ル ヴ ー （オ ク ラ

ホ マ大 学 出版 発 行 ） に よ れ ば， 古 代 ア メ リカ入 は神 会 を 信 じ

て い た と記 され て い る。 彼 らは天 の父 母 を 信 じ， 永 遠 の 父 と

御 子 とは天 と地 の創 造 者 で あ る と信 じて い た。 神 会 は， カ ク

ル ハ ・バ ル カ ン， チ ピ ・カクル ハ ， レ カ ・カ クル ハ と して 知

られ， 天 の心 と呼 ば れて い た。

ま た ポ ポ パ ル ヴ ー＊ に は， 万 物 の創 造 者 で あ り造 り主 で あ

った三 方 か らな る神 会 が 創 造 の業 を行 な っ た と記 さ れ て い

る。 これ らの古 代 ア メ リ カ人 は， 多 くの点 で高 い文 化 を 持 ち

宗 教 的 な民 で あ り， 性 別 が な く， 形 が な く， 幻 の よ うな神 を

信 じて は い な か った こ とが現 在 に至 って 判 明 した。 彼 らに と

って ， 神 会 は 実在 の お方 で あ り， 性 別 が あ り， 人 格 を持 つ 方

で あ った。 ま た天 の母 もい た。

ま た 同書 に，古 代 ア メ リ カ人 は前 世 を信 じ， 悪 魔 も前 世 に

存 在 し， 悪 魔 は す ぐれ た才 気 と力 を 自慢 し， 「わが 眼 は銀 の

如 く して ， 宝 石 や エ メ ラル ドの 如 く光 り輝 く。 わが 歯 は全 き

石 の如 くに して 空 の 如 く輝 く。 … …然 して， わ れ は全 人 類 に

と りて ， 太 陽 な り， 月 な り。」 と言 った と記 され て い る。

この 悪魔 は神 の栄 光 を 奪 お う と した が， 失 敗 した。 「か の

４２

◎

野望はただ自らを高 くし，支配することだった。」

古代インデ ィアンの記録にはこの点について， 「われ らの

初めの父と母 は創造されしにあらず」と記されている。

また木の実を食べるようそそのか された女が， 「私は死す

べきなのか。 この実を食べたら私は死ぬるのだろうか」と尋

ねた物語 も記 されている。

（ノアの）大洪水の物語 も古代アメリカ人やポリネシア人

の間で話 されている。

北 メキシコ，主にヤクイインディァンの伝説には，十二入

の聖い人の一人の生 き残 りが，人々の間で教えと導きを施 し

た話がある。また主の晩餐の聖餐の形態について述べ られて

いる。土着民は彼 らの神を覚え，大きな悲 しみのしるしとし

て神聖な象徴を食べ，飲んだ。

ポ リネシァ人同様古代アメリカ人にとって宗教は生活の重

要な部分を占めていた。ポリネシア人は彼 らがアメリカか ら

移 った時に宗教 も携えていったと信 じている。この点に関す

る書物は何巻か書かれている。

この大白神 とはだれのことであったのだろうか。

イエス ・キ リス トがユダヤで教えと導きを施 してお られた

時，別に信 じる者すなわち他の羊について話された。 （ヨハ

ネ．１０章参照）キリス トは他の羊のところへ行き，導きと教え

を施すと約束 し，アメリカでそれをされた。

古代アメ リカでもパレスチナと同様，同 じ時期に予言者た

ちが導きと教えを施 した。

これらの西半球の予言者たちはパレスチナにおけると同様

自分たちの神聖な歴史を書いた。 このようにして もう一つの

聖典が作 られたのである。モルモン経として知 られるその書

物には古代アメリカにおける神の業が記されている。聖書が

旧世界の神聖な歴史を記 していると同様である。

モルモン経 には，白神がパレスチナで復活 された後アメリ

カを訪れた事実が記されている。その時アメリカには何百万

という人々が住んでいた。ある者たちはキリス トが自分たち

の国を訪れたもうことを信 じていた。それをあざける者 もい

た。信ずる者は主に仕え，あざける者はことごとく悪の道に

従った。



星 を み つ め る 少 年

ゲ ー ル テ ッパ ー マ ン バ ー ク レイ
一 ム スパ ン の セ ー タ ーの よ う にま っか な 顔 を して ， ラホ

ザ ロは あ わ てて 部 屋 か らか け出 しま した。 家 の ぞ とに

出 て か ら も， お と うさ ん とお と うさ ん の友 だ ち のわ らい 声 が

耳 か らは な れ ま せ ん で した。 ラザ ロは足 が い た くな るま で ど

ん ど ん走 りま した。 む ね は お も くる し く， 心 ぞ うは ドキ ドキ

して いま した。 そ して ， も う家 の屋 根 が木 の か げ にか くれ て

見 え な い と ころま で くる と， や っ と走 るの を や め ま した。

「ど う して み ん な は ぼ くをわ ら うんだ ろ う
。 ど う して ぼ く

に や らせ て くれ な い ん だ ろ う」 。 ラザ ロは お こっ た よ うにつ

ぶ や きま した。

そ の 年 は１７４０年 で した。 イ タ リア北 部 ス カ ンジ ア ー ノの ラ

ザ ロ の村 を か こん で い る森 に も，寒 い灰 色 の冬 の お とず れ が

感 じ られ ま したσ

ラザ ロ ・ス パ ラン ツ ァー 二 の お と う さん は ， み ん な か ら：尊

敬 され て い る りっ ぱ な法 律 家 で した。 お と うさん は ラザ ロ も

法 律 家 に な っ て ほ しい と考 え て い ま した。

あ る と き， お と う さん は ラザ ロを うす 暗 い書 さい に つれ て

い き， そ こで ほ こ りにま み れ た ぶ あ つ い 本 を め くり， 山 の よ

うにつ まれ て い る法 律 の書 類 を ほ こら しげ に さ しな が ら言 い

ま した。

「い つ か これ はぜ んぶ お ま え の もの に な る の だ よ」

「私 は一生 か か って この道 を き り開 い て きた
。 こん ど は お

ま えが そ の道 を 歩 くば ん だ 」

しか し ラザ ロ ・ス パ ラ ンツ ァー 二 は， お と う さん とは ちが

う方 面 に あ こが れ て い ま した。 法 律 は古 い 問題 の答 えば か り

書 か れ て い ま した が ， ラザ ロの頭 の 中 は知 らな い問 題 ， 答 え

のま だ な い新 しい 問 題 で い っぱ い で した。 なぜ 空 は青 い の だ

ろ うか Ｄ なぜ 人 間 は 鳥 の よ うに空 を飛 べ な い の だ ろ うか 。 平

らな石 を湖 の水 面 に そ って 投 げ る と， な ぜ ぴ ょん ぴ ょん飛 ぶ

の だ ろ うか。 そ して ， ス カ ン ジ ア ー ノ の森 の 中 の ふ しぎな，

自然 の 泉 は ど う して ふ つ ふ つ と あ わ をふ き出 す のだ ろ う。 ラ

ザ ロ は， そ の い ず み に つ い て お と う さん に たず ね た ことが あ

りま した。

「む か し
， 五 人 の美 しい 娘 た ちが 両 親 の言 い つ け を守 らな

い で， 森 の お くふ か くに ピク ニ ック に出 か け たの だ よ」 と，

景 ラザ ロの お と うさ ん は答 え ま した。
＝副 「と こ ろが 娘 た ちは道 に ま よ

って しま っ た。 助 け を もと め



で さ け ん だが ， そ の声 に こ た えて くれ る人 はだ れ もい な か っ

た の だ。 そ れ き り， 人 々 は娘 た ちを 見 な か った 。 そ れ い らい

娘 た ち の涙 は いず み に な って ，地 面 か らわ きつ づ け て い るの

だ よ 。」

ラザ ロ は りっ ぱな む す こな の で ， お と うさん の話 にす な お

に うなず いて い ま した。 しか し心 の 中 で ， ラザ ロは ， い ず み

には な にか ほか の理 由が あ る はず だ と思 い ま した。

あ る 日 の夕 方 ， ラザ ロ はだ ん ろの前 に ぎ ょう ぎよ くす わ っ

て ， 床 の上 に ひ ろげ られ た， つ ま らな い法 律 書 に つ い て， お

父 さ ん の長 い説 明 を 聞 きま した。 お と う さん の か が ん だ肩 の

む こ うに は冬 の 空 にか が や く星 が 見 え ま した。 ほ か の よ り も

っ と き ら き らか が や く星 が あ るの は な ぜ だ ろ う。 い った い星

は ど こか ら き たの だ ろ う。 星 ま で どの くらい は な れ て い るの

だ ろ う。 人 間 は星 に行 くこ とが で き るの だ ろ うか。

「ラザ ロ ／ おま え は 聞 い て い るの か ？ 何 を み て い るの

だ ？」

ラザ ロ は答 え ま した。

「星 で す
。 お と う さん ， お と う さん は星 が み ん な 同 じ大 き

さだ と思 い ま す か 。」

お と う さん は ラザ ロを じっ と見 ま した。 そ して ， お こって

大 声 で どな りま した。

「星 の 大 き さが ど うで あ ろ う と
， 私 の知 っ た こ と で は な

い ．／ お ま え もそ ん な こ とは知 らな くて い い はず だ。 い った

い お ま え は な に に な るつ も りな の だ。 りっ ぱ な法 律 家 か 。 そ

れ と も星 ば か り見 て い るな ま け者 か 。」

「い い え
， ど ち らで もあ りませ ん。 ぼ くは科 学 者 にな りた

い ん で す 。」 と ラザ ロは は っ き りと答 えま した。

「科 学 者 だ っ て ？ お ま え は ラテ ン語 や ギ リシ ャ語 や フ ラ

ンス語 を読 む こ とが で き る の か。 数 学 の問 題 は とけ るの か。

論 理 学 の 問 題 や答 え を理 解 で き る のか 。 え ？ 科 学 者 さん 。」

そ して， ラザ ロの お と うさ ん は首 を 横 にふ りな が ら，言 い

ま した。

「近 ごろ の 子 ど もた ち は
， な に を考 えて い るか わ か ら な

い。 ラザ ロ， お ま え は科 学 者 と して で はな く， 法律 家 と して

教 育 を うけ て き た の だ。 お ま え は法 律 家 に な る のだ 。」

しか し， お と うさ ん の そ の言 葉 を 聞 いた ラザ ロは ， とつ ぜ

ん あ る こ とを考 え た の です 。 そ の考 え は， い くど もみ つ あ て

きた星 の よ うに， ラザ ロの頭 の中 で き らき らとか が や い て い

ま した。

４

ラザ ロの お と う さん は， 大 き な書 さい を もって いま した 。

お と う さん の友 だ ち もそ うで した。 そ こで ラザ ロ は， 必 要 な

本 を 見 つ け て 自分 で勉 強 しよ う と思 っ た ので す 。 ま い ば ん ，

ラザ ロは だ ん ろ の前 に ぎ ょ うぎ よ くす わ って ， あつ い 法律 書

を勉 強 しま した。 そ して あれ や これ や と た い くつ で め ん ど う

な説 明 を， じ っ と聞 き ま した。 なぜ な ら， ラザ ロは お と う さ

ん を尊 敬 し， 愛 して い たか らです 。 です か ら，ラ ザ ロ は法 律

の勉 強 を な ま け た りは しませ ん で した。

しか し， ほ ん の 少 しで もひ ま な時 間 が あ る と， ラザ ロは ほ

か の勉 強 を しま した。 ギ リシ ャ語 ， フ ラ ン ス語 ， 論理 学 ， そ

して ラテ ン語 の勉 強 を した ので す 。 ラザ ロは ， ひ っ し にな っ

て勉 強 しま した。 森 に数 学 の本 を もって 行 って ， わ きで るい

ず み の そ ば にす わ り， 先 の とが った 棒 を み つ けて ，土 の上 に

数 字 を書 いて は問 題 を とき ま した 。 こう して ラザ ロは頭 が い

た くな る ま で勉 強 しま した 。 も うラザ ロ ．・ス パ ラ ン ツ ァー 二

は星 をみ つ あ る時 間 もな い ので す。

と うと う， ラザ ロは 先生 が い な くと もた くさん勉 強 で き た

とわ か る 日が 来 ま した 。 しか し ラザ ロが お と う さん の所 へ 行

って ， 長 い寒 い冬 のあ い だ何 を して い た の か を説 明す る と，

お と うさ んは ラザ ロの言 葉 を は ね つ け て言 い ま した。

「それ は け
っ こ うな こ とだ。 だ が， そ れ で科 学 者 に なれ る

とで も思 って い るの か ね。 少 しば か りの ギ リシ ャ語 と， 少 し

ば か りの 数 学 の勉 強 で ／ そ ん な ば か げ た こ とは忘 れ て しま

い な さい ， ラザ ロ， お ちつ い て， 良 い法 律 家 に なれ る よ う勉

強 しな さい 。」

お と う さん は ラザ ロの話 を き いて くれ ませ んで した が ， ラ

ザ ロは科 学 者 に な る夢 をす て ませ んで した 。 と うと う ラザ ロ

は ， そ の ころ ， も っ と も りっ ぱ な科 学 者 と して 知 られ て い た

ヴ ァ リス ニ ェ リー さん に会 い に 出か けて 行 きま した 。

「そ れ で
， 君 は科 学 者 に な りた い のだ ね 」 と ヴ ァ リス ニ ェ

リー さん は言 い ま した。 そ して ，

「よろ しい。 そ れ は とて もす ば ら しい ことだ 。 だ が ， 君 は

科 学 者 に な るた め で は な く法 律 家 に な るた め に勉 強 し て き

た。 科 学 に つ い て， どん な こと を知 って い るの か ね ？」 と言

い ま した。

ラザ ロは ヴ ァ リス ニ ェ リー さ ん の羽 ペ ンで ， フ ラ ンス語 と

ギ リシ ャ語 の詩 の 一節 を書 き だ しま した 。

「ブー ム
， で は ほか に何 か で き る のか ね ？」 と ヴ ァ リス ニ

ェ リー さん は言 い ま した。 ヴ ァ リス ニ ェ リー さん は ラザ ロか
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らペ ンを と りあ げ る と， は し り書 き に数 学 の 問 題 を 書 きま し

た。

「この 問題 を とい て み な さ い」
。

ラザ ロは， あ っ とい うま に問 題 を と きま した。

ヴ ァ リス ニ ェ リー さ ん は ひげ の はえ た 口 も とを ピ ク ピ ク さ

せ ま した。

そ して， 立 ち あが る と う しろ の たな か ら一 さつ の 本 を と り

出 しま した。

「こ こだ」 と本 を あ け る と， ヴ ァ リス ニ ェ リー さん は ふ る

え て い る ラザ ロに そ の本 をわ た しま した。

「この 問題 を論 理 的 に と け るか ね
。」

ラザ ロは五 分 間 ほ ど そ の問 題 を 考 え て い ま した が ， そ れ か

らお ち つ い て名 高 い そ の科 学 者 に本 を か え しま した。

「い い え
， 私 に は と く ことが で き ませ ん 。」 と ラザ ロは答

え ま した。 ヴ ァ リス ニ ェ リー さ ん は， くる り と う し ろを ふ り

む く と， うれ しそ うに大 声 で わ らい出 しま した 。 「そ の とお

り．／ 君 は頭 もい いが ， ま った く正 直 な子 だ」 と ヴ ァ リス ニ

ェ リー さ ん は満 足 そ うに言 い ま した 。 「今 まで こρ 問題 を と

け た人 は だ れ もい な か っ た の だ よ。 君 は， 本 当 に科 学 者 に な

る た め に生 まれ て き た よ うだ 。 ざ んね んな こ と に今 まで法 律

書 の勉 強 で大 切 な時 間 をむ だ に して きた ね。 い った い ど う し

て法 律 の勉 強 な ん か して い た ん だね ？」

「父 は ぼ くが 法 律 家 に な る ことを 強 く望 ん で い るん で す
。」

「ほ う」
。 そ う言 って ヴ ァ リス ニ ェ リー さ んは 立 ち上 が り

ま し規

「きな さい
。 私 が 君 の お と うさ ん に話 して あげ よ う 。」

二人 は強 い 日ざ しの 中 を い っ し ょに ラザ ロ の家 に向 か い ま

した。 ヴ ァ リス ニ ェ リー さんが だ ん ろ の前 で お と うさん と話

して い るあ い だ， ラザ ロは頭 を さげ て ， 静 か に立 って い ま し

た。

「あ な た の むす こさ ん は研 究 家 に な るつ も りな んで す よ
」

ヴ ァ リス ニ ェ リー さん は げ ん こつで テ ー ブル を た た きな が ら

大 きな声 で言 い ま した。

「か れ はス カ ンジ ア ー ノ村 を有 名 に して くれ るで し ょう
。

彼 は ガ リ レオ の よ うに な る人 です ．／」

ラザ ロの お と うさ ん は， 「しか し， ラザ ロ は私 の 息 子 で

す。 決 あ るの は私 です 。」 と言 い ま した。 ヴ ァ リス ニ ェ リー

さん は だ ま っ て い ま した。

ラザ ロの お と うさ ん は長 い あ いだ ， 部 屋 い っぱ い に な って

い る法 律 書 の書 類 をみ つ めて い ま した 。 それ か ら ラザ ロの ほ

うを見 ま した。 ラザ ロ は顔 を あげ て お と う さん の 目を み つ め

ま した。 お と うさ ん は と う と うラザ ロ に言 い ま した。

「一 週 間以 内 に レジ オ大 学 の新 学 期 が 始 ま る
。 そ れ ま で準

備 で きる かね ， 星 の研 究 家 さ ん ？」

ほ ん の少 しの あ い だ， ラザ ロ はお ど ろ きの あま り言 葉 もで

ま せ ん で した。 それ か らか ん しゃ の気 持 で い っぱ い に な り，

よ ろ こび でむ ねが さ け そ うに な って お もわ ず お と う さん に だ

きつ い て い きま した。

ラザ ロ ・ス パ ラ ンツ ァー 二 は， いつ か イ タ リアー 番 の科 学

者 研 究 家 とな る こ とで し ょ う。 そ して ， 目 にみ え な い ほ ど小

さな動 物 の秘 密 を 発 見 す る え らい科 学 者 ， む ず か しい ホー マ

ー の詩 を わ け な く訳 す 人
， そ して 石 が 水 面 を ぴ ょん ぴ ょん飛

ぶ理 由 を調 べ る りっぱ な研 究 家 にな る こ とで し ょう。

しか し， ラザ ロは， 星 を見 つ めて い ろ い ろ な疑 問 を 持 つ ほ

か の 少年 た ち と少 し も変 わ らな い。 イ タ リア の少 年 だ った と

い う こ とを忘 れ て は な りま せ ん。

＊ ラザ ロ ・ス パ ラ ンツ ァー 二 （１７２９～ １７９９）

受 精 現 象 ， 呼 吸作 用 ， 消 化 作 用 ， 循 環器 に関 す る実験 で

有 名 な イ タ リア の学 者 。 論 理 学 ， 形 而 上 学 ， ギ リシ ァ語

教 授

５
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しの朝食ですって／ どこでそんな朝食がでますか。
あ

そ れ は どん な味 が す るの で し ょ う。

昔 の エ ジ プ トに住 ん で い た人 々 な らば ， あ しを な．まの ま ま

あ るい は に て食 べ て い た の で， どん な ものか 私 た ちに お しえ

る こ とが で きた で し ょ う。 赤 ち ゃ ん の モ ー セが ， あ しで 作 っ

た か ごに のせ られ て川 に うか べ られ た話 え考 え る と， あ しは

ち ょっ と食 べ られ そ う もな い よ うに思 え ます ね 。 で もエ ジ プ

ト人 は どの よ うに りよ う りをす れ ば い い のか ち ゃ ん と しって

い ま した。 き り口 が三 角形 の形 を した あ つ い あ しの くきは ，

外 が わ が せ ん い状 で 中 は や わ らか く， しんが 通 って い ま す 。

食 べ物 と して つ か わ れ た の は この 内が わ のや わ らか いぶ ぶ ん

な の で す。

，この水 によ く合 うあ 、しで で きた舟 の通 り道 と して ナ イル 川

が 知 られ て い ま す。 この よ うな あ しで作 っ た舟 に人 々 は， モ ・

一 セの か この よ うに どろ どろ した もの を ぬ りま した。 この ど

ろ ど ろ した もの は アス フ ァル トとよ ば れ， 道 路 を ほ そ うす る

と き につ か う あの 黒 い ね ば ね ば した もの は これ か ら作 られ る

ので す 。

ナ イル 川 で の舟 あそ び は き っ と楽 しか った こ とで し ょ う。

そ の大 き な川 の岸 には ， て っぺ ん が 羽毛 状 で 小 さな ち ゃい う

の花 を さか せ た あ しが ， と き ど き ３メー トル もの高 さで な ら

んで い ま した。 ば しよ に よ って は ， あ た りい ちめ ん この ふ し

ぎ な植 物 で お おわ れ て い る と こ ろ も あ り ま した。 つ ば め は そ

の川 を あ ち こち とび まわ って 虫 を つ か まえ ， 白 黒 まだ らの ア

イ ビ ス （小 さ なつ る の よ うな鳥 ） は ， あ させ にお りて きて 魚

や か え る を つ か ま え ま した。 大 きな ワ ニが 水 の 中 を お よい だ

り， 陽 の あ た る どてで や す んで い る の も見 る こ とが で きた で

し ょ う。 ワ ニ の そ ば に いて ， は をつ つ い た り， せ な か を つ つ

い て きせ し〒ち ゅ うを とって い る ワ ニ ち ど りは ， ワ ニの と もだ

ち な の で しよ う。

と き どき 「エ ジ プ トの あ し」 と もい わ れ たあ しは ， 舟 を つ

くった り， りよ う りを した りす る た めだ けで な くほ か に もい

ろ い ろ な こ とに つ か われ ま した。 昔 の エ ジ プ ト人 は あ しを ま

きの か わ りに つ か っ た り， うわ ば き， いふ く， え ふ で ， 舟 の

ほ ， ひ も， しき もの な どを つ くる の に もつ か い ま した 。 そ し

て あ しで か み もつ くりま した。

あ しの こ とを べ つ に パ ピル ス と もい い ます 。 この パ ピル ス

か らえ い この ペ ー パ ー （か み） とい う こと ばが で き ま した 。

あ しで つ くった か み を２０ま い ぐ らい， は じと は じを の りで つ

けて長 い か み を つ くりま した。 そ して それ をぼ うきれ や きん

ぞ くの ぼ うに ま い た もの を 「ま き もの」 と よび ま した。 エ ジ

プ ト人 だ け で な くギ リシア人 や ロー マ人 のふ る いれ き しは ほ

と ん ど， この よ うな あ しで で きた ま き もの にか か れ ま した。

モ ー セの じだ い に は， あ しを ほ そ くけず って ペ ン のか わ り

に し， す す や に か わ や な ま ゴ ムを水 に とか して イ ン クのか わ

りにつ か い ま した。 一一ま い の か み を つ くる の に うす くき っ た

あ しの しん が 二 まい ひ つ よ うで した。 そ の二 ま い の あ しの し

ん をだ いの うえ に， か さね るよ うに ち ょっ か くに な らべ るの

で す 。 い ち ばん は ば の ひ ろい しん で で きた か み は， もっ と も

ね うちが あ りま した 。 二 まい に か さね た あ しを ナ イル 川 の水

に つ け ま した。 それ はた ぶ ん 二 ま い の あ しを くっ つ きや す い

よ うにす る た め だ っ たの で し ょう。 そ れ か らそ の あ しを つぶ

し， こな ご な に して か わ か したあ とで ，貝 が らやぞ うげ で な

め らか に しま した。

モー セが イ ス ラエル の たみ を つ れ て ， や くそ くの地 にむ か

っ た と き， エ ジ プ トでつ か わ れ た この よ うな か み を い っ しょ

に もっ て い っ た の か ど うか し らべ て み る とお も しろ い で しょ

う。 モ ー セ は書 き もの をす る の にパ ピル ス の ま き もの を つ か

った で し ょ うか。 そ れ は いつ か き っ とわ か るに ちが い あ りま

せ ん。

６



十 字 架 上 の は りつ け が行 な わ れ， 地 震 が パ レス チ ナ を襲 っ

た時 ， 西 半 球 に は さ らに激 しい地 震 ， 暴 風 雨 ， 大 火 災 が 起 っ

た。 モル モ ン経 には この よ うに記 され て い る。

「第 三 千 四 年 一月 四 日， い ま だ か つ て全 地 に あ っ た こ と も

な いす さま じい 嵐 が 起 った。 恐 ろ しい大 風 と恐 ろ しい雷 とが

あ っ た た め に全 地 は ま さに裂 け る ばか りに震 動 した。 ま た全

地 にか つ て なか った ほ どの激 しい， 空 も裂 け る ほ ど の雷 光 が

あ っ た。 ゼ ラヘ ム ラ市 は 火 を 発 した 。」 （皿ニ ー フ ァイ ８ ：５

～ ８）

記 述 に よ る と，被 害 は甚 だ し く， 道 は くず れ ， 町 々 は海 に

沈 み ， 死 者 は 多数 に の ぼ り， 全 地 の表 は変 わ っ た。 これ らす

べ て は 約 ３時 間 の 出来 事 だ っ た。

そ して ， 「地 は こ と ご と く暗 黒 とな っ たが ， こ の暗 黒 の霧

は ま だ 亡 び な か った人 が これ に触 れ る と感 ず る ほ ど に深 か っ

た 。」 （皿ニ ー フ アイ ８ ：２０）

この状 態 が三 日間続 い た後 ， 声 が あ っ た。 「… …民 はみ な

この 声 を 聞 い て そ の証 を したが ， そ の声 は次 の よ うに言 いた

も うた。 「破 壊 され た る これ ら大 都 会 の住 民 な る ヤ コ ブ の子

孫 ， す な わ ちイ ス ラエ ル の家 に属 す る者 よ。 雌 鳥 が そ の雛 を

翼 の 下 に集 む る ご と くに， わ れ は幾 度 汝 らを集 あて 養 い しこ

とそ。 … … 雌 鳥 が そ の雛 を翼 の下 に集 む る ご と くに， わ れ は

幾 度 汝 らを集 め ん と望 み し こ とそ』」 （皿ニ ー フ ァイ １０：３～

５）

数 日後 ， 大勢 の人 々 が バ ウ ンテ フル の地 の神 殿 の 回 りに集

ま った 時 ， 三 度 声 が あ った。

「す る と三 度 目に は そ の声 の意 味 が 判 っ た
。 そ の声 は ｒわ

が 喜 ぶ 愛 子 を 見 よ。 わ れ は これ に 由 りてす で にわ が 名 の栄 光

を 示 しぬ。 わ が 愛子 に 聞 け』 とか れ らに仰 せ に な って い た。

群 衆 は そ の 意 味 が解 って ま た天 を仰 ぐ と， 天 か ら一 人 の男 の

方 が 降 りた も うの が 見 え た。 この お方 は 白 い衣 を召 して ， 降

って きて 群衆 の 中 に立 ちた も うた。 群 衆 の 目 は み な こ の お方

の 上 に注 が れ た が， 互 い に物 を言 う勇気 が なか っ た。 み な は

自分 ら に現 わ れ た この お方 を天 使 で あ ると は思 っ たが ， その

お 方 が 降 りた も うた わ け は知 らな か っ た。 時 に そ の お方 は手

を 伸 して群 衆 に話Ｌしか け て仰 せ に な っ た。 「見 よ。 わ れ はイ

エス ・キ リス トな り。予言者らがこの世に来 ると証をしたる

その者な り。われは世の光に してまた世の生命なり。われは

御父がわれに授けたまい しかの苦 き杯をすでに飲み，世の人

の罪をわが身に引ぎ受けて御父の栄光を示 したり。世の人の

罪をわが身に引き受 くることに於て，われは最初よりすべて

御父のみこころに従え り」と。イエスが この言葉を言いたも

うと群っていた一切の者は，キ リス トが昇天 してか ら自分 ら

に現われたもうと言 う予言が自分たちの間に伝えられていた
’
ことを思い出 して地にひれ伏 した。その時主は群衆に向って

言いたもうた。 ｒ汝 らわが肋にその手をさし入れ，わが手足

にある釘あとに触れて，われがイスラエルの神にして全世界

の神なること，またわれが世の人の罪を負 うて一度殺された

るを知るたδ６に起 ちてわれに近づけ」と。そこで群っている

人々は近 よってその手をイエスの肋にさし入れ，またイエス

の手足にある釘あとに触れた。かれ らは，一人一人みなイエ

スに近 よってこれをなし，各々みな目で見 手で触れて，こ

の御方，予言者たちによってこの世に来ると誌されたお方で

あることを確かに知 り，玄た証をすることができた。入は各

々みな近 よって親 しくこれを見，親 しくこれに触れたか らみ

な一せいによばわって， 「ホザナよ。いと高き神の御名を讃

美す」と言い，イエスの足下にひれ伏 してイエスを拝 した」

（皿ニーファ・イ１１：６～１７）

その日の後，この神聖なお方は聖餐 としてパンとブ ドウ液

の祝福を教え，病人，苦 しむ人，不具者，盲人，おしの人を

集めていやされた。また主の御名において教え，バプテスマ

を施すための管理体系を組織 し，指導者や大勢の人々に教義

を教えられた。そ して何 日かの後， 「雲が出てきて群衆を覆

ったからかれらはイエスを見ることができなかった。群衆が

雲に覆われている中に，イエスはかれらを離れて天に昇 りた

もうた。弟子たちはイエスがまた天に昇 りたもうたことを見

てその証を した。」（皿ニーファイ１８：３８～３９）

これは大白神の真実の物語である。大白神はキリス トであ

り，全人類の救い主である。

＊ポパルヴー １７世紀に土着民によりラテン語で書かれた。原コ

ロンビア人の起源が象形文字で記されている。
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矯

信 じようとす る望み

ケ ネ ス Ｒ バ ー デ ィ

か し， あな たた ちが も し目を さま して ふ るいし

立 ち， その能 力をつ くして少 しな りと も信 じ

なが ら私 の言 葉 を実際 に ため してみ るな らば， た と

え信 じよ うとす る望 みを起 すだ けで もよ い。 しか し

……信 仰が で き るよ うにな るまで， この望 み を育 て

て ゆ け。 （アル マ ３２：２７）

今 日の混乱 と闘争の世の中にあ って，毎 日の新聞

を読 んでいてさえ，私 たちは世のあ りさまに憂 うつ

にな ります。世に失望 して こう叫んでい る人 もいま

す。 「こんな恐ろ しい世の中へ子供を産む ことなど

考え られない」。人生を，「翼味のない騒音 と怒気に

満 ちてい る１」とい う人 もいます。

どのようにした ら，神が在 したもうことに信仰を

持 ち， この非常に乱れた世の中に子供の産むことに

自信を持てるで しょう。い ったい生命には価値や意

味があ るので しょうか。世の中は苦悩に満ち，事態

は次第に悪化 していると主張する悲観論者の説を証

明す るものは非常にた くさんあ ります。 もちろん，

証拠があるとはいえ事実だけに基づいて楽観論者 を

納得 させ るのは難 しい ことです。

日常生活の問題の多 くは，五感 によって答 えが得

られるものであ り，一般に認 められてい る方法で証

明することがで きます。病理学者は組織を標準 テス

トして みて，で きものが悪性か悪性でないかを判断

します。 同じように して地質学者は岩の組成が火山

質か，変成質か水成質かを判断 します。農夫は馬の

４４

牽 引力 を テス トす るのに実 際 に引かせ て みて その強

弱 を見 ます。 と った方法 が 間違 って いない 限 りテ ス

トの結果 は決定 的 な もので す。 結 果 は単 な る試験 者

の望 みや 先入観 の 反映 では あ りませ ん。 試験 者 の信

念 にか かわ りな く結果 は同 じです。

しか し， 霊 的 な事 柄 は物理 的 な テス トや方 法 だ け

で は決 め られ ませ ん。

「信仰 に ついて は私 がす でに話 した よ うに， 信 仰

とは完全 に物事 を知 る ことで は ない。 それで あ るか

らあな たた ちに もし信仰 が あ る ときには， まだ見 て

い ない本 当 の こ とを待 ち望 む。」 （アル マ ３２：２１）

神 の実 在 や不死 不滅 が真 実で あ る ことを証 拠 だて

る ものはあ りますが，懐 疑 主義者 を従 わせ るには ほ

ど遠 い ものです。 手近 の物 理的証 拠 だ けを と って問

題 に決 断 を下 す ことはで きませ ん。少 年 ジ ョセ ブ ・

ス ミスが読 ん だヤ コブ書 の聖句 を例 に と って み ま し

ょう。 も し知 恵 に欠 けて いれ ば， 「神 に尋 ね る」 こ

とがで きる と記 され てい ま した。 しか し， 聖句 に は

大 切 な条 件 が含 まれ てい ます。 「ただ，疑 わ ないで

信 仰 を も って願 い求 め な さい 。」 これ は神は疑 い を

持 つ者 には答 えた まわ ない こ とを述 べて い ます。

（ヤ コブ １：６～ ８参 照） モ ロナ イは本質 的 には 同 じ

ことを述 べ， モル モ ン経 を読 む者 は聖霊 に よ り， こ

の本 が神 聖 な もので あ るこ とを確 か に知 るで あ ろ う

と約 束 して い ます。 モ ロナイ は，尋 ね る者 は 「誠心

誠 意 で その上 キ リス トを信 じなが ら問」 わ ねば な ら

な い と言 ってい ます。 （モ ロナ イ １０：４）



これ らの約束 は，大 きな信仰が得 られるように心

の証が与え られるとい うことです。 この意味で信仰

は与え られる賜 と言え ます。私たちは，読む，求め

る，研究する，探す，ふさわ しく生活するなど， 自

分でな さねばな らない ことがあ ります。 さらに，神

が私たちの求あに応 じて くださるという確信を持つ

ことが必要です。神の答えは，私たちの信仰を強め

大 き くす る賜です。

強い信仰とその結果 として もた らされる霊にめば

えた確信は， この世的な問題を解決す るために私た

ちが必要だと思 ってい る条件を満た して余 りあ るも

のです。神の存在 と神の神たること，死後の生命の

真実性，善が必ず悪に打ち勝つ こと， といった根本

的な問題 は理性や証拠 といつた平凡な方法では答え

を得 られる性質の事柄ではあ りません。疑いを抱 く

者に確信 を得 させ る霊的な 「しるし」 は生 まれませ

ん。 それは，信 じる者の信仰に付随す るものです。

この世の生活 は試 しの状態だからこそ，神 は私 たち

に疑いをはさみ得ぬよ うな確かな答えや決定的な証

拠をお与 えにならず，信仰 にょって生活す ることを

選ばれたので した。

１ シェークスピア マクベス第五場

人 生 の 指 示

リチ ャー ド Ｌ エ バ ンズ

「

｝ ■

鞭 、

が考えずにはいられないひとつの質問がある一 人生の生き方をどこに求め．人

るべきであろうか，我々人間は，どこに指示をあおぎ， どう生きるであろう

か。では，対比 して考えてみよう。我々が構造の複雑な道具，器具，車などを使 う

時，使用法は何によって指示されるのであろうか。それは何のために作 られ， どの

ように使用され，どんな手入れが必要なのか，どういう働きをするのかを一番良 く

知っているのはだれであろう。そのものについて一番よく知っているのは、もちろ

ん，その設計者，製作者である。人生 もそれと同様，人間，人生の目的，人の可能

性について最 もよく知っているのは，創造者である。心身の健康と平和と幸福のた

めに，なぜ道徳，労働，節度，法の遵守が必要なのかを知っているのは，創造者で

ある。創造主は我々にすばらしい心 と体の機能を与え，なすべきこととしてはな ら

ぬことを教え，ふさわ しからぬ行ないや不健全な習慣，思慮に欠けた生活などによ

り，良心を傷つけ，人生をだめに してはならないと教えられた。それはごく自然で

ある。子供に無関心な親はいるであろうか。子供の物的，精神的道徳的霊的な健康

としあわせを考えない親はいるであろうか。我々の御父が，子供たちにかかわりあ

ることに関心を持ってお られないはずはない。御父は我々に標準を教え，助言 とい

ましめと責任，律法を，さらに最高の幸福，最大の可能性に至 る人生の生 き方を教

えられたのである。そのほかの どこに最良の生 き方があるだろうか。だれに我々の

永遠の生活をゆだねられるであろうか。地上には賢人も多い。 しか しすべてを知 っ

ている人はいない。悩む人々，問題をかかえた人々，道を求あている人々よ皮相を

越え，ゆれ動 く論理を越え，無責任な強制や誤つた仮定を越えなさい。人生の意味

目的，その平安，限界を知り，永遠の可能性をしっか りみつめなさい。 あなたの求 ・

毒 めてぴる指示を
，あなたの創造主に，あおぎなさい。

４５

墜
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物の世界には，永遠に続 く家族生活などというものは動

存在 しない。子供たちはほとんどの場合母親の手だけ

で育てられ る。動物の世界にあっては，子供は普通ほんの短

い間，すなわち生存する方法を教わる間だけ親と共 に生活す

るのである。

しか しなが ら，人間には永遠に続 く家族生活 というものが

ある。そしてたとえ人間が生まれなが らにして動物よりもす

ぐれているとしても，’人間の子供は何年にもわたって親 の保

護をうけるのである。なぜこのように長い期間，親の保護を

受けなければならないのか．その理由は明 らかである。それ

は，人間は単に生存すること以上のことを学ぷ必要があるか

らである。

若者のいる家庭はある意味で 「永遠に」 とも言えるか もし

れないが，いつでも出席できる最 も立派な 「大学」 と言えよ

う。 しかしながら，現在の世の中には，家庭で得 られ る教訓

を大切にせず，自分の進歩に役立てようとしない若者があま

りにも多い。 この主な原因は，主が数々の責任を託 レておら

れ る両親に，若者たちが従おうとしないことにある。使徒パ

ウロは，末 日に関する話の中でこの問題を指摘 しこのように

記 している。 「その時，人々は自分を愛する者，金を愛する

者，大言壮語す為者，高慢な者，神をそしる者，親にさか ら

う者，恩を知らぬ者，神聖を汚す者………となるであろう」

４６

馳

（正テモテ ３：２）

若い人々は各家庭にあって人生に関する多 くの大切な教え

を受けることができる。そのような教えの一つに従順 という

ことがあげられる。すなわち正 しい原則に従 うことである。

子馬は絵のように美 しく，その若々しさは目を楽 しませ，

遊ぶのに一はいい相手かもしれないが，従順になるよう訓練 さ

れないうちは何の役にも立たない。若者についてもこれと同

じことが言える。従順になることを学ばないうちは，彼 らも

また行 く先々で挫折 し，失望することであろう。

パウロは，救い主も同じように従順について学ばれたこと

を次のように記 している

「彼は御子であられたにもかかわらず， さまざまの苦 しみ

によって従順を学ぶ，そ して，全 き者とされたので彼に従順

であるすべての人に対 して，永遠の救の源 となり……」

（ヘブル ５：８～ ９）

両親の忠告や願いを無視する若者は， どのようにしたら従

順になれるかを学ぶ最 も良い機会を自ら逃が しているのであ

る。両親に従うことによりもたらされる祝福は一時的なもの

ではない。それは永遠のものである。古代アメリカの予言者

ニーファイが，なぜあのように偉大な指導者 となり力強い神

の僕となったかの理由の一つに，彼が心から父親に従 うこと

を学んだことがあげられる。 このことはニーファイの父 り一

ハイの次の言葉にはっきり．と認められる。

「『それで，主は汝と汝の兄弟たちはレーバンの 家へ 行っ

てその歴史を くれるようにたのみ，それを荒野の中のここま

で持って くるように私に命 じたもうた。 ところがごらん，汝

の兄弟たちは私のたのみがむつかしいことだと言って不平を

鳴らすが， これは私が汝の兄弟たちにして くれと言 ったので

はな くて，まことに主の命令である。だか らわが子よ，汝は

エルサレムへ行け。そうすれば汝は不平を言わなかったから

主に恵まれて助けを受けるであろう』。そこで私 ニーファイ

は，私の父に 『私は主が命 じたもうことを行って行 う。私は

主が命 じたもうことには，人がそれを為 しとげるために前以

てある方法が備えてあり，それでな くては，主は何の命令も

人に下 したまわないことを承知 しているからである」と言っ

た」。（皿ニーファイ ３＝４～ ７）

若者が家庭で得ることのできる教訓 として他に，感謝する

ということがあげ られる。現在我々の住む社会は，若者の要

求を満た し，場合によっては若者が崇拝 される社会である。

けれども彼らの両親に対する責任は，昔 と少 しも変わってい



ない。主は言われたのである。「あなたの父と母を敬え。…」

（出エジプ ト２０：１２）

恩知らずの子供ほど親の心を悲 しませるものはない。若い

男性，女性の考えや行動に感謝の気持ちが見 られない時，彼

らが大人 として成熟するまでにはほど遠いことがわかる。感

謝できるということは真の紳士淑女であることのしるしであ

る。

ベンジャミン ・フランクリンは，感謝するということにつ

いて自分の考えを次のように述べている。

「私自身について言えば，他の人々に奉仕する時，自分は

親切な行ないを しているのだとは考えずに，借金を返 してい

るのだと考える。私は旅の途中も住み着いてからも，人々か

ら多 くの親切を受け，神より数え切れない恵みを い た だ い

た。人々か ら受けたこれら多 くの親切に対 しては人々に恩返

しを し，神より受けた恵みに対 しては，いつでも人々の助け

ができるよう自分をととのえることによって感謝の気持ちを

現わすこと以外に方法はない。なぜなら，たとえ毎週感謝の

言葉や賞讃の言葉を くり返 し言ったとしても，造 り主に負っ

ている恩義はもちろんのこと私たちが互いに負っている恩義

に報いることができるとは思えないからである」。（キリス ト

教 信 仰 の宝 庫 Ｐ．２９２「フ ラ ン ク リ ンの証 」）

家 庭 は ま た， 真 の 労働 と責任 を 引 き受 け る こ との価 値 を学

ぶ 機 会 を提 供 して くれ る。 キ リス トは 大工 の ヨ セ ブの仕 事 場

で 働 き， ダ ビ デ は父 の羊 の 番 を し世話 を した。 アブ ラハ ム ・

リン 汐 一 ン は木 を割 り， ジ ョセ ブ ・ス ミス は 父 親 の農 場 で働

いた。 、

家庭にあって責任や仕事を引き受ける機会はかつてほどは

っきりしていないかもしれないが，それでもなお草刈 り，庭

の手入れ，ふとん敷 き，皿洗い，床みがきなどがある。賢明

な青年男女の皆 さんはこれ らの仕事が貴重な教訓を与えるも

のであって，決 して卑 しい仕事ではないことを悟るに違いな

い。

家庭は，若者に人生の数々のチャレンジに立 ち向ってい く

ために必要な教訓を得させる場である。いかによ く多 くの教

訓を学びとったかということと，その木の将来がどんなに成

功 したものになるかそこに密接な関係がある。

動物の世界とは異って，今 日の若者には単に生存すること

以上のことを教え，人生の最 も素晴 しい教訓を与えてくれる

両親がいる。 しか し，これらの教訓を学びとる責任は，若 者

一人一人の肩に重 くかかっているのである
。

＝ 一唱＝＝＝＝＝；斗

ρ

慰
アノ

１礁

簿

邉
と

覧

１

＼

、

ｘ

Ｆ

参

ノ ニ笏
ｚ

～

◎ 〆

ふ

、

（ ＼

＼

』

、

傷
’ ７ 乃

転

ノ

グ

７

一

＼＼ 、

， ピ

６つ 塑一

』

Ｎ

臥 、
臥 、

、辱 ミ
、＼

ノ
！

、γ ／
＼ ‘〆！

翫
、

＼

獣

物 ％ ，

ギ７



，、「し つ け をす るべ きで しょ うか ゴ

とい う質 問 に は， 「も ち ろ ん しつ けは

必 要 で す 」 と い う は づ き り した答 え が

返 って くる こ とで し ょう。 しか しな が

ら， 何 を ， な ぜ ， どの よ う に しつ け，

指 導 す るか につ い て は あ ま り明確 な答

え が 与 え られ て い ませ ん。 指導 す る 目

的 を 知 らな けれ ば ， そ れ は指 導 す る人

も受 け る人 も共 に無 駄 な経 験 を して い

る こ と にな るの で す。

私 は 次 の よ うな話 を 思 い 出 します 。

ボ ビー が ア ヒル の い る池 の そ ば で遊 ん

で い る と， 間 もな く父 親 が家 に入 る よ

ケに言 い ま した。 ポ ピー は どろ ん こに

な った足 とぬ れ た ズ ボ ンを み お ろ しな

が ら， ゆ っ くり父 親 の方 へ 近 づ い て い

きま した。 そ れ を見 て， 父 親 は厳 しい

声 で言 い ま した。 「ボ ビー， 泥 あ そ び

は や め う と言 った ろ う．／い っ た い， な

ん ど言 わ れ た らわ か る ん だ。 さあ， 行

って棒 を持 っ て きな さい。 棒 でぶ たれ

な け れ ば お ま え に はわ か らな い ら しい

か ら。」しば ら く して ボ ビ ー は戻 って き

ま した。 今 度 は手 を 後 にか く して ゆ っ

く り父 親 の前 に出 ま した。 父 親 は 前 と

同 じよ う な厳 しい調 子 で 言 いま した。

「待 って た ぞ
， さ あ棒 を よ こ し な さ

い 。」ボ ビ ー は後 にか く して いた 両 手 を

前 の方 に出 して ， 棒 で はな く小 石 を い

くつ か さ し出 しま した 。 そ して 落 ち着

い た声 で 言 い ま した 。「棒 が 見 つ か らな

か っ た ん だ。 だ け どこ こ に石 こ ろが あ

るか ら これ を ぼ くに投 げ た らいい よ 。」

目標

子供を指導する責任のある大人とし

て，私たちは子供の態度や，悪い行な

いを改あ制御する方法，あるいはその

ような行ないへと誘いこむものに気を

４８

１ヨ 標 理 職解 ，

つけています。

指導することは，大人と子供の心の

戦いと言えるでしょう。そしてどんな ．

戦いでもそうであるように，誰かが勝

利を得なければなりません。子供 たち

の好奇心，無邪気さ，自尊心をふみに

じって大人が勝利者となるべきで しょ

うか。それとも無理を通 し，大人の言

うことを聞かずに荒々 しく振舞 って，

子供が勝利を得るべきで しょうか。力

つ くの争いには，どんな関係にもひび

がはいるという危険が伴いますから避

けるべきです。

指導の目標とは，まず子供に私たち

が期待 しているものを知 らせ，それか

ら彼らが自己修養 し， 自制するのに役

立つ経験を得 させることなのです。

理解

子供がなぜそうするのか，またどん

な場合に変わるのかを考えたことがあ

るで しょうか。子供のすることには，

それなりの理由があるものです。時々

大人は子供のそうした行ないの裏に何

があるのかじっくり考えたり，理解 し

ようとつとめることをしません。子供

が泣けば，泣 く理由は少 しもないのだ

と勝手に考えて，親が こう言うのを何

度耳にしたことで しょう。 「さあもう

泣 くのはおよしなさい。欲 しいものは

買ってあげるか ら……」

大人には納得のいかないような行為

も，ある時期の子供にとってはごくあ

たりまえのこととして通る．のです。か

んしゃくは，’幼児が欲求不満に対 して

示す正常な反応です。問題に取 り組ん

だり，一つの物や材料をもとにして新

しい可能性を見出す こと， これ らは子

供の内面か ら自然に湧きあがって くる

ものです。

「どうして うちの子は教会で静かに

できないんでしよう」，「行儀よくして

いて欲 しいと思 う時にかぎってふざけ

るんですよ」などとほとんどの親は同

じような心配ごとを持っています。新

しい環境や適応 しに くい環境にはいる

と，子供たちはどうしても大人を困ら

させるような態度をとって しまうもの

です。

家庭で一番大変な時間は 夕 食 時 で

す。母親は夕食の準備に大わらわで，

小さな子供たちは疲れきってお腹をす

かせ，父親や上の子供たちは一 日の出

来事を聞いてもらおうと一生懸命なの

です。そのような状態では，神経 も高

ぶ ります。子供たちは，自分が何を期

待されているかを知らないために，思

いのままを行動に移すことがおうおう

に してあるのです。

方法

行ないを評価 したり，それに反応を

示すことも指導のうちに含まれます。

私たちはそれぞれ違った人々を相手に

していますから，指導の仕方 も当然違

ってきます。行ない全体に関する基本

的な指導方法をいくつかあげてみまし

ょう。

第一に，罰を与えても子供たちはあ

なたの望むような模範的な態度をとる

ようにはなりません。罰を与えること

によってその行ないをやあさせ，やっ

てはいけないことを悟 らせることはで

きるかもしれませんが，どのように振

舞 うべ きかについては何 も教えて くれ

ません。

幼児の世界における交わりは原始的

なものです。たとえば自分のほ しいも



方 法
　 　

シ ー ン フ ー セ ン

ブ リガム ・ヤ ング大 学講 師

「児童の成長 と家族関係」担当

のを他の子供が持っていると，かみつ

いたり，突いたり，引っぱったり，ひ

いてはたたいたりしてそれを自分のも

のに しようとします。 このような態度

を見て世の多くの親たちは非常に神経

質になっているのです。かみつ くこと

はいけないと教えるのに，あなたがそ

の子供にかみつけばいいと言 う人 もあ

るで しょう。 しかしそのように子供に

かみつき返 して，それであなたの望む

ところを子供にわかって もらえるで し

ょうか。

第二に，子供の好奇心をふみにじる

ことは賢明ではないということです。

それはちょうど子供の成長を止めよう

とするようなものです。子供の抱 く疑

問を心にとめ，解明するよう努力 して

下 さい。旺盛な好奇心による行ないは

黙認 し大目にみてやることも必要です

が， しか しそのような好奇心か らでた

行動をやめさせ る場合は，黙認できな

いものかどうかもう一度よく考える必

要があります。

水遊びは，小 さな子供ならだれ もが

するとても楽 しい遊びです。 水 遊 び

や，それに似たような遊びは大目に見

てやる必要があるのではないでしょう

か。母親はこのように答えることがで

きるで しょう。 「いいえ，台所での水

遊びは許 しません。でも外でならやっ

てもかまわないわ。」

第三に，物事を子供の立場に立って

ながめるようにすることです。子供に

できないことを無理にやらせ る よ り

も，彼 らが少 しでもやりやす くなるよ

う，あなたにできることを考えて下さ

い。その子供だけにのべる心からの賞

讃の言葉は，その子供の行ないを変え

ることができま魂 大人の中にはほめ

言葉など子供には不要だと考える人も

いるで しょう。 しか しほめ られるだけ

の理由があるならば，当然そうすべき

です。

保育園の児童で，いろいろなことを

とてもよく知っている五歳になる子供

がいました。先生はこの子供 にむかっ

てよくこう言いました。 「ジョン，あ

なたは本当に利口ね／」ある日のこと

その子供の母親がやってきて先生に言

いました。 「先生はどうしていつ もう

ちの子供に利口だ，利口だとおっしゃ

るんですか。あの子がだんだん高慢に

なっていくとは思いませんか。」この言

葉に対 して先生は，他の人々の言葉や

行ないによって子供たちの態度が大き

く影響 されるものだと答えました。そ

れから何 日かたったある日，ジョンは

保育園の流 しがつまっているのを修理

工が不 きげんそうに直 しているのをじ

っと見ていました。修理工が流 しのせ

んをはずし，そこに砂がいっぱいつま、

っているのを見た時，彼の怒 りは今に

も爆発 しそうでした。 この様子を見て

いてジョンは，怒った修理工の顔を見

上げて言いました。 「うわあ一，おじ

さん流 しを直せるなんて利口だね。」す

ると修理工の怒った顔はしだいにやさ

しい笑顔にかわって言いました。 「あ

あ，その方面では自分で も利口だと思

っているよ。」

第四に，子供の心に愛，温情，親 切

心，自重心を養い育てることです。子供

は実際に自分で経験 して学ぶのです。

人々からそのような気持ちを受けたこ

とのある子供は必ずそのような気持ち

を人々に示す ことができるものです。

最後は，子供たちに私たちの期待 し

ていることを知 らせることです。子供

には， してはいけないことよりもすべ

きことを教えて下さい。子供が道理を

わきまえ，結果を見， 自分の責任を悟

ることができるよう助けて下 さい。 し

か しその方法がおどか しゃ，恐怖を抱

かせるようなものであってはなりませ

ん。子供がこわがって自分を押えるの

ではなく，よ く理解 し納得 して自分を

制御できるような経験を得 させて下 さ

い。次に一つの例をみてみま しょう。

メアリーは紙を切って画板にはり絵

を していま した。そのはり絵がほとん

どできあがった時，メアリーは自分の

はさみがなんとよく切れるかに気づき

ました。そこでメアリーはそのはさみ

で何枚も紙を切りきざんで，その小さ

な紙片が床の方へひらひら飛んでい く

のを じっと見ました。するとす ぐにそ

れは雪のように見えてきて，床の上は

本当のふぶきのようになったのです。

先生がメアリーのところへやってきて

言いました。 「今晩管理人のボブさん

がこの教室にお掃除に入ってきたら，

いったい何があったかと思うで しょう

ね。」 メアリー はちょっとの間考えて

か ら答えま した。 「散 らか したものを

きれいに しな くっちゃ。私が掃 く間，

ちり取りを持っていて くださいません

か，先生 ？」 １、

あなた自身のやり方で指導 して下 さ

い。そして率先 して 話 し合 い，説明

し，こうあって欲 しいと思 う態度をあ

なたが模範を示 して下さい。 こうして

絶えず指導にあたるならば，たとえそ

の方法が失敗であっても一 そうわか

るまでには時間がかかるで しょうが一

一必ず子供たちに自己の価値を認めさ

せ，自制心を植えつけるという目標を

達成するに違いありません。
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愛の奇蹟
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らゆるすぐれた原則，律法は人々の福祉 と幸福を願う

あ
愛 とい う形 で 表現 され て きま した。 そ の最 も偉 大 な愛

は ，聖 書 の 中 に見 られ ま す。 「神 は そ の ひ と り子 を賜 わ っ た

ほ どに ， この世 を愛 して 下 さっ た。 そ れ は御 子 を信 じる者 が

ひ と り も滅 び な い で ，永 遠 の 命 を得 る た あ で あ る 。」

（ヨハ ネ ３ ：１６）

愛 とは律 法 を完 全 に守 る こ とで す。 イ エ スが この よ うに言

わ れ た 時 ， 人 々 は十 戒 や十 戒 を も とに して定 め られ た他 の数

々 の戒 め に 従 って， 天 へ 至 る道 を歩 ん で い ま した。 しか しイ

エ スは言 わ れ た の で す。 「私 は あ な た が た に容 易 な方 法 を示

そ う。 も しあな た が た が 二 つ の こ と， す な わ ち神 を愛 し隣 人

を 愛 す るな らば す べ て の律 法 を完 全 に守 る こ とに な る の で あ

る」 と。

（マ タイ ２２：３７～４０，ロー マ １３：８，ガ ラ テ ヤ５：１４，６：２参 照 ）

愛 ， す なわ ち互 い に愛 し合 う こ とに よ って私 た ち は文 字 通

り奇 蹟 を行 な うこ とが で き る ので す。 私 た ちに 善 を な す よ う

促 して くれ る もの は， 天 父 の私 た ちに 対 す る愛 と私 た ち の天

父 に対 す る愛 な の です 。

天 上 の大 会議 は， 天 父 が す べ て の霊 の子供 た ちを深 く愛 し

て お られ た た め に開 かれ ま した。 霊 の 子供 た ちは， そ れ ぞ れ

の望 み を言 い愛 の うち に選 択 を したの で す 。 ま た天 父 の 愛 に

５０

よって地球が創造 され，アダムとイヴは互いの愛をもって こ

の世に最初の家庭を作 りま した。

地上に生を受けた者 として，私たちには愛 し愛される天の

父母があり，またこの世の父母，祖父母があります。

このような人々との交わりを通 して，私たちが普通に正 し

い生活を送る時，幾度とな く愛の奇蹟を経験するのです。

一組の男女が互いに愛 し合って結婚 し，家庭を作 ります。

そして妻が愛のうちに自分 自身を夫に捧げる時，そこに誕生

という奇蹟が起こります。 こうして，生れた子供は皆に愛さ

れ大切にされます。

両親は，子供の人生を喜びに満ちた意義ある豊かなものと

するために，計画 し，犠牲を払い， 自分の持てるすべてのも

のを子供に与えるのです。 このように両親は， 自分の子供を

深 く愛 しているので，子供が悲 しんだり不幸に合ったり傷つ

く心を痛め，あるいは子供 の幸福そうな様子を見て喜び，素

直な子供であることを誇 りに思うのです。

このようなことが この世の両親と子供たちの間に見られる

ように，私たちと天の両親との間にも同 じことが言えます。

そして，両親と子供たちの間にある愛は年 とともに深まっ

ていくのです。小 さな娘は成長 し，一人の女性 と して 目覚

め，立派な男性 と恋愛 して結婚の準備をするように な りま



す。そ して結婚式の朝，父，母，子供たち家族全員が共にひ

ざまづき祈りを捧げ，その祈 りは天父への感謝と愛，またお

互いへの愛の言葉で満たされるのです。彼 らは心の中に感 じ

る 「何か」を言葉に現わすことはできな くと も，その 「何

か」が彼 らに語 りかけて，自分たちが偉大な愛を分かち合っ

ていることを悟るのです。

時がたち，その新 しい家庭にも男の子の誕生 という祝福が

もたらされ，その子供は両親だけでなく祖父母にも愛される

のです。

ここにまた同 じような形の， しかも新 しい愛が 生 ま れ ま

す。そんなにも愛らしい，汚れない小 さな男の子……それは

天の恵み以外の何ものでもありません。その男の子は天父の

愛によって この世に送 られてきたのです。両親は自分の子供

としてその子を心か ら愛 し，また両親の父親，母親はその男

の子の祖父母 としての新 しい生活に入るのです。そ して彼 ら

は自分たちの孫をこのうえなく深 く愛 しているこ とに気 づ

き，こう自問するのです。 「私たちは自分たちの子供をもこ

んなに深 く愛 してきたのだろうか。」そうです，彼 らは確かに

同 じような深い愛をもって子供たちを育ててきたのです。そ

して彼 らは新 しい孫をむかえて限りない愛を見出 し，それが

自分たちの子供への愛 と少 しも違わないことを知るのです。

彼 らは今，自分たちの愛が決 して弱まることなくあるいは

消え失せることなく他の人々におよび，大 きくなっていくこ

とを知 りつつあるのです。

天父の持ちたもう愛とはそのような愛 な の で す。それゆ

え，天父には，一人一人に関心を寄せ，気づかい，やさしさ

を示 しなが ら子供である私たちを深 く愛することが可能なの

です。五千人に食物を与えたもうた奇蹟の中にこの神の愛と

同じものを見ることができます。イエスは五つのパンと二匹

の魚を手に取って祝福 し，それを群衆に与えられました。す

ると， 「みんなの者は食べて満腹 し……パンくずの残 りを集

めると，十二のかごにいっぱいになった」のです。

（マタイ１４：１５～２１参照）

愛について も同 じことが言えます。私たちが愛を与えれば

与えるほど，一層多 くの愛を受けるのです。そして愛する人

々，仲間の人々との永遠に続 く価値ある関係をつ くり出す力

が増 し加えられるのです。

イエスがパンと魚で奇蹟を示 されたように，人は誰でも愛

の奇蹟を行なうことができるのです。

勉 学 心 の 涌 養

リ ン ス タ ダ ー ド

師としての自分の存在理由を考えもせずに教室に入る
教

日曜学校教師には，良いレッスンができる は ず は な

い。どの教師 も，自分はなぜ教師に召されたのか，何をしな

くてはならないか，どうした らそれが良 くできるかを必ず知

らな くてはならない。

日曜学校教師が，自分の目的は話を して子供たちを静かに

させることだと考えた場合，彼は前 もって，日曜学校手引き

に述べられている日曜学校の目的の項を読み，自分の考えが

それに沿 っているかどうかを調べる必要がある。

の責任を助けることである。

日曜学校の目的は，日曜学校に出席する教会の会員や訪問

者にイエス ・キリス トの福音を教えることである。 ！㌧

日曜学校で教わった結果， 「天父なる神」 と 「御子イエス

キリス ト」 と 「聖霊」を信ずる最も大切な信仰が強 くなり，

イエス ・キリス トの神権 と福音の原則とが予言者ジョセブ ・

ス ミスとそれに続 く生ける予言者によって回復されたという

証が更に大きくなるものでなければならない１。

たず ね ， 求 め， 叩 きな さい

福音を教える主な責任は家庭にある。 日曜学校はこの家庭
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教えた結果，生徒の持っている神会に対 しての信仰が強ま

り，福音に対する証が大きくなるようでなければならないと

した ら，教師は話を して子供たちを静かにさせるだけではい

けない。

人々はどのようにして信仰と証を強めるのであろうか。一

番確かな方法は自分で求め，自分で努力することである。断

食 し，祈 り，学び，考え，教え られた福音の原則を実践する

ことである。

教師の目的のおもなものは ω生徒が自分で努力するよう

に影響を与える ②生徒が福音についていだいている疑問を

正 しく解決できるように助けることである。

救い主は，自分でさが し求めな くてはならないことを我々

に教え られた。

求 め よ ， そ うす れ ば， 与 え られ る で あ ろ う。 捜 せ ， そ う

す れ ば ， 見 い だ す で あ ろ う。 門 を た た け， そ うす れ ば ， あ

けて も らえ るで あ ろ う。 （マ タイ ７ ：７）

「求めよ」，「捜せ」，「門をたたけ」 という言葉は， 自分で

積極的に行なう，前向きに努力 してい くという意味を持って

いる。

福音の原則を学ぶには，ただ福音のレッスンを受けるだけ

であってはならない。積極的に，熱意をもってレッスンにの

ぞみ，多 くの努力を払って捜さなければならないのである。

教師は，生徒の努力を換起 し，彼 らが持っている質問の答

えをみつけられるように，各 レッスンにはっきりした目的を

決めなくてはならない。軽そのため，必ず しもいつも生徒の質

問に答えることが良いとは言えない。生徒 自身に答えを捜 さ

せるほうが良い場合もよくあるものである。 もし子供が外か

らす ぐに答えを与え られるならば，その子は自分で考えない

うちに満足 して しまうかもしれない。

たとえば，教師が子供たちに聖典を読む ことを教えたい場

合には，断食と祈りをもって，聖典には子供たちが現在持っ

ている疑問や問題の答えがあるということを彼 ら自身で知る

ように助けてあげねばならない。

授業中に出た質問に答えず，子供に自分で答えを捜させる
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ことは良い方法である。

教 える目的一 おもに大切な二つのこと。

教師は，日曜日のレッスンの準備を，前に述べた二つの目

的 に沿って行なうことが大切である。

ω 生徒が自分で努力するように影響を与える。

（２｝ 生徒が福音についていだいている疑問を正 しく解決で

きるように導 く。

この目的は次のように言いかえることができる。

（１） 生徒の心を刺激 して，知りたいと思わせる。

② 生徒が自分で，資料や知識を集めることを助ける。

我々教師にとっては，生徒が学び方を知 るよう手伝 うこと

が大切である。すなわち，彼 らが福音についての疑問の答え

を自分で捜 し，集められた知識を，精神的，霊的な 「コンピ

ューター」にかけて自分で解決できるように助けることであ

る。

このような目的を持つ教師は， 自分の仕事は知識を提供す

ることだと考えてはならない。教師の仕事の第一はゴ生徒に

勉学心をおこさせ，その心を育てることである。そののちに

生徒は自分で方向を定め， 自分で実行に移 し，人生における

真理の探求者 となるのである。教師が自分のおもな仕事は生

徒 自身を活動に向かわせることだと知れば，生徒の探求心を

培い㌧積極的な生活をうながす レッスンができるであろう。

教師が 「自分は勉強のア ドバイザー」であると考えるな ら

ば，各 レッスンの目的を，神の子供 たちがそれぞれに自分に

しか与えられていない賜 才能，信仰，証を伸ばすような方

法で教えることができるに違いない。天父の子供たちは自由

意志を与えられており，進歩することに関 して自分に責任の

あることは，永遠の計画である。そのことを知れば，教師は

各生徒が勉学心をおこすたあの機会，そのための豊かな経験

をする場をレッスンの中で用意するはずである。

「義に飢えかわいている１」人たちは，勉学心の炎がかすか

にともっている人々よりも，はるかにはや く日曜学校の目的

を達成で きるであろう。勉学心を呼びさますことは，教師の

責任中最大のチャレンジである。

聖 餐 の 聖 句 伴 奏 曲

Ｄ ａｒｗ ｉｎ Ｋ ．Ｗ ｏｌｆｏｒｄ

・１ ） Ｆ
「

へ

き Ｊ ＩＪ

一 ｒ

２月 聖 餐 の 聖 句

大 人 日曜 学校

「ま ず神 の 国 と神 の義 とを求 め な さ い」

覧 （マ タイ ６ ：３３）

子 供 日曜 学 校

「自分 を愛 す る よ うに あ な た の隣 人 を 愛 せ よ」

（マ タ！ｆ２２：３９）
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私 は眠 っ．て い ま した

編集 員

ア ル バ ー ト Ｌ．ゾ ベ ル Ｊｒ．

’
、｛

末 日聖徒 の詩才 ある歴 史家オー ソン Ｆ．ホ

イッ トニー （１８５５－ １９３１） は，１９０６年 ４月 ９

日， ジョー ジ Ｆ．リチ ャーズ，デ ビ ド ０．マ

ッケ イ等 と共 に，使徒 とな った。

多 くの示唆 を与 える浪 い話で人 々の問に人

気 の高 いホ イッ トニー長老 であ ったが ，彼 は

１９２５年Ｍ ＩＡ ６月大会 で，２１才 の時 にペ ンシ

ルバ千アで伝道 を行 なったことと，新聞 に自

作 の詩歌や文章が掲載 された ことを回顧 して

語 った。

オー ソ ン ・ホィ ッ トニーの同僚で彼 より２５

才年長の Ａ．Ｍ．マ ッサー長老 は， 「教会の書

物 を勉強 して いな くて はいけな い。あなたは

新聞 に投稿す るためで はな く，福音を宣べ伝

えるため につかわ されたのです」 とホィッ ト

ニー長老を しか った。

若 いホイ ッ トニー長老は同僚の言 うことが

正 しいと知 っていたが，ペ ンを持つ楽 しみに

ひかれて詩作をやめ られずにいた。ユ９２５年 ６

月 ７日，安息 日の夜のＭ ＩＡの部で彼 は こう

述べた。

「あ る夜私は夢を見ま した。一 それを夢

と呼ぶのな ら……。 私はゲ ッセマネの園にい

て，救い主の苦 しまれ る姿を 見 ま し ＃。私

は，今 こうしてみな さまを見 るよ うに ごく普

通の気持で救 い主 を見ていま した。手前 の木

の陰 に立つ私は，む こうか らは見えないので

した。 救い主はペテ ロ，ヤ コブ， ヨハネを連

れ，私 の右手の小 さな門を く ぐって 来 ら れ

て，彼 らにひざまつ いて祈 るよ うに命 じた後

に， ご自身 は園の反 対側へ行 き，ひざまつ い

て祈 られま した。祈 りは私 たちのよ く知 って

い るあの祈 りで した。 ｒわが父 よ， もしでき

る ことで した らど うか， この杯 をわた しか ら

過 ぎ去 らせ て くだ さい。 しか し，わた しの思

いのままにではな く，み こころのままになさ

って下 さい』 （マ タイ２６：３６－４４，マルコ１４

：３２－ ４１，ルカ２２：４２）

救 い主 は祈 りなが ら涙 を流 し，私 の方 を向

かれま した。 それを見 た私 は深 く心 を動 かさ

れて，救 い主 の悲 しみに真心 か らの同情 を感

じ， 自分 も涙 を流 しま した。私 の全魂 は救 い

主 の ことを思 い，全身全霊 を もって救 い主 を

愛 し，他に何 もい らない，ただ救 い主 と共 に

いたい と願 いま した。

ほ どな く，救 い主 は立 ち上 って使徒 たちが

「
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ひざまつ いている所へ行 かれま したが，彼 ら

は ぐっす り眠 っていま した。救 い主は使徒 た

ちを静かにゆ り起 こして，少 しの怒 りも叱責

の様子 もな く，や さしい調 子で，わた しとい

っしょに一時間のあいだ起 きてい られなか っ

たのか と尋ね られま した。救 い主 が世の罪を

肩に負 い，あ らゆ る人の苦 しみをその心 に受

けてい る時に，三人はただの一時間 もい っし

ょに起 きてい ることがで きなか ったのです。

救 い主 が もとの場所 に戻 り， もう一度祈 っ

てか ら再び帰 ってみ ると，三 人はまた眠 って

いま した。．それを見 た救 い主 は彼 らを 起 こ

し， さとして，また もとの場所 に帰 り，祈 ら

れま した。 そのよ うな ことが三度続 くあいだ

に，私 は救 い主 の顔 ，形 ，．動作 まです っか り

覚 えて しま っていま した。救 い主 は堂 々たる

背 丈で物腰 に威厳 があ り，一部 の画家が描 く

よ うな弱 々 しさはみ じん もないお方 で した。

幼 児のよ うな謙遜 さがあ りなが ら，人々の中

にあ ってまさに神 の人 で した。

すると突然 ，状景 はそのままであ りなが ら

あた りが変 ったよ うに思 えま した。 それ は，

前 と違 って救 い主が十字架 につ け られた後 の

ことで した。 あの三人 の使徒 と救い主が いっ

しょに私 の左手 に立 って お られ ま した。今 に

．も救 い主 が天 に昇 って行かれ ようという時で

したが，私 は矢 も楯 もたま らず木の陰か ら飛

び出 して ，救 い主の足 もとにすが りつ き， 自

分 をいっ しょに連れて行 って下 さいと頼み ま

した。

救 い主 はかがみ こん で私を起 こし，抱 いて

下 さいましたが ，そのや さし く愛 に満 ちた様

子 は決 して忘れ ることがで きません。それ は

はっき りと して まるで現実の ようで した。私

は救 い主 のふ ところの暖か さをよ く感 じるこ

とがで きて，心 は平安で した。救い主は言わ

れ ま した。 ｒ息子 よ，彼 らの仕事は まだ終 っ

て いない。彼 らはわた しと共 に行 くが，あな

’
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たは残 ってあなたの仕事 をな し遂 げよ』 と。

しか し私 はまだ救 い主 のぞぱを離れず にいま

した。私 はそのみ顔 をみ あげて，一 救 い主
’１
ま私 よ り背 が高 いので した一 ｒで は，私が

最後 の時 にあなたのみ そばへ行 けると約束 し

て下 さい』熱心 に懇願 しま した。救 い主 はや

さ しくほほえんで答 え られま した。．ｒそれ は，

すべ てあなた自身 にか かって いる』。 私 がす

す り泣 きで目が覚 めると，朝 にな って いまし

た」。

マ ッサー長老 はその話 を聞 いた時 に， 「そ

れ は神 か ら出たものだ」 と言 いました。 ホイ

ッ トニー長老 は 「私 もそう思 う」 と答えま し

たが，彼 はＭ ＩＡの大会で こう語 りま した。

「私 はその時，大切な教訓を得ま した。 私

は自分が使徒 にな るな どと考えた ことがあ り

ませんで した し， 自分が教会の役職 を受け る

というよ うなことも考えてみた ことがあ りま

せん で した。 しか し，あの三人の使 徒たちが

眠 って いた ことか ら，大切な ことを学んだの

です。私 は自分の責任にあ って眠 っていま し

た。神よ り召 されていなが らなすべ きことを

行なわず に眠 ってい る人は他 に もい ることで

しよう。

その時か らすべては変 りま した。私 は違 っ

た人 にな りました。 しか し著 作はやめませ ん

で した， というのは，私が書 いた作 品を見 た

ブ リガム ・ヤング大管長が， 「著作 の賜」を

伸ばすよ ケに，そ して，将 来 「地上 に真理 と

義を打 ち建て るために」その賜を用 いるよ う

に と助言の手紙 を下 さったか らです。 それが

私 に とって彼か らの最後 の言葉 と な り ま し

た。 ブ リガ ム ・ヤ ング大管長 は，私が オハイ

オ州で伝道 してい るその年の うちに亡 くな り

ま した。私 は書 くことをやめませ ん で し た

が， しか し，それは教 会 と神 の王 国のため で

した。 それが第 一の ことで，他 の ことはすべ

て第二の ことにな ったので した」。

５４
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〈伝道部長会 メ ッセ ージ〉

今 、 日本 に何 が起 りつつ あ るのか ？

日本沖縄伝道部 岡崎 鈴木， 中村

ミ冬来 りなぱ春遠か らじミ……日本のモルモンにとって，

まさに春の夜明けが見えて来た様である。１９０１年， ヒーバー

Ｊ． グラン トにより日本に伝道部が開設されて６９年間，長い

長い厳 しい冬の連続であった。今や，まさに冬の眠りか ら目

覚あて，大きく進歩躍動 しようとする兆候が明確に現われて

来た。今，日本に何が起 りつつあるのか ？……

大阪の北，千里の丘，…… ２年前 まではそこは草 と藪 と沼地

であったｂ今や完全に整地され，史上最大の万博会場となっ

ている。近代科学の粋を競った無数の出展館の中，……その

最 も素晴らしい位置にモルモン館がそびえ立っている。塔の

先端で，やがて天使モロナイが高 らかにラ ツパをひびかすで

あろう。美 しく深いオレンジ色の絨毯が会場いっぱいに敷 き

つめられ，ひっそり静まり返 っているモルモン館の中，その

唯中に立って，そっと見上げると，そこにはフランスより送

られて来た大理石の巨大なキリス トの像が両手を大 きく広げ

て来るべき献堂式を待っておられる。その顔にはハッキリと
ミすべて重荷を負 うて苦勇 しているものは私のもとに来なさ

い，あなたたちを休ませてあげようミ （マタイ１１：２８）と我

々に呼びかけていることが うかがえる。

今や主はこの日本の地にすば らしきまなざしをそそがれてい

ることに気がつ く……

この万博を控えて １月 ９日～１０日にかけて米国より多数の宣

教師が送 られて来た。やがて５０人のベテラン万博宣教師が選

ばれて，池田，茨木，服部，高槻，堺，尼崎等の地に住居を

定め，本番にそなえて準備す る。 １月１１日には万国博の総責

任者であり，モルモン館の部長であられるブロックバンク十 ．

二使徒補助がやってこられて万博事務局と最終的に詳組な打

合せをされた。 ３月１３日には数名の教会幹部が来日されて厳

粛なモルモン館の献堂式が行われる。恐 らくこれは日本のモ

ルモン史上，最 も重要な歴史的な一頁を飾 るに違いない。先

程述べたようにモルモン館は驚く程立派な所に場 所 を 占 め

た。そのことはモルモン教会の会員はもちろんのこと，万博

当局者です ら予期 しなかった結果に違いない。何故ならそこ

には隠された主の知恵 と御計画があったからだ。刀博会場の

最も大 きな池のあるところ……すべての人々が憩いの場所と

して集まるお祭広場のす ぐそばにある。そこには人間の生命

と直結する大きな食堂と最大の公衆便所が控えている。人間

である以上誰でも一日に一度は必ず訪ずれる場所である。又

す ぐそばには今回の万博のハイライ ト， 日本館がそびえ立っ．

ている。 モルモン館は又，現代の写真技術の粋， コダック館

と美容界の大御所 タカラ館 との間にはさまれている。モルモ

ン館の前には又，動 く歩道の出入口がある。 こんな結果を誰

が予想す ることが出来たであろう？ 「准神とキリス ト・ノｆ

エスのみそのことを知るのである。……そ して私たちは自問

自答する…… 「今 日本に何が起 りつつあるのか ？』……と，

目まぐるしく躍進 して行く主のプログラムを前に私たちは，

唯々，感謝と驚きの目を見張るのみである。そして私たちに

は大 きな使命がある。神が私たちに大きな期待をかけられて

いると感 じる時，ふ るい立たずにはいられないのである。乍１

本の地に主の祝福が多かれ と心より祈 りなが ら教義と聖約の

第一章第一節より予言の言葉を皆様に送 りたい。
ミ聴け汝 らわが教会の人々よ

。いと高きところに住みてす

べての人々を見まもる者の声は告ぐ，曰 く，誠にわれ告ぐ，

汝 ら民よ，遙かなる所より耳を傾けよ。海の島々にある者よ

共 に聴け。……誠に主の声は，すべての人々に及ぷ ものなれ

ば，一人ものがるる者なし。……

５５
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＊ 去 る ２月 １日 （日）

日本 沖 縄 伝 道 部 内 の 各 支 部 が こぞ って ペ ニ ー パ レ

ー ドに参 加 しま した
。

す べ て の善 意 あ る会 員 達 が ， 自分 の 年 齢 Ｘ ５円 を

ソ ー トレイ ク の プ ライ マ リー． チル ドレ ンズ． ホ

ス ピ タル （初 等 協 会病 院） に献 金 して 下 さい ま し

た の で， 多 額 の援 助 を バ レ ン タイ ン ・デ ー （愛 の

日） に病 院 の 身 体 の 不 自由 な人 々 に 贈 る こ とか 出

来 ま した。

＊ 去 る １月 １２日， 万 国博 に 出展 す る モル モ ン ・パ ビ リオ ンの 代 表 者 で あ る十

二使 徒 補 助 の プ ロ ノ クバ ンク長 老 が 大 阪 伊 丹 空港 に到 着 され ま した。

この偉 大 な世 紀 の万 国博 が 日本 で成 功 され ます よ う に とい う ヒ ン ク レイ 十

二使 徒 の メ ッセ ー ジ を たず さ えて 来 られ た ブ ロ ックバ ン ク長 老 の 略歴 は 次

の通 りで す。

ソ ー トレー ク に生 れ ， １８歳 の時 イ ン グ ラ ン トへ伝 道 し，監 督 ， 副監 督 ， 高

等 評 議 員 ， ス テ ー キ部 長 ， 伝 道 部長 （北 英 国 ， ス コ ッ トラ ン ド， アイ ラ ン

ド， ス コ ッ ト） を ３度 果 され て 現 在 十 二 使徒 補助 （１９６２年 １０月 よ り） で あ

る。 ニ ュ ー ヨ ー ク博 ， テ キサ ス州 ヘ ミス ・フ ェ ア， モ ン トリオ ー ル博 ， そ

して 今 回 で ４度 目 の代 表 を つ とめ られ る。

私 達 は ブ ロ ックバ ン ク十 二 使徒 補 助 の来 阪 を尊 い主 の使 い と して心 よ り感

謝 し， 日本 に於 け る彼 の い っ さい の 責任 が神 の御 心 の ま ま に完 全 に な され

ます よ う心 よ りお祈 り した い と思 い ます 。

５６
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⇒ マ ス ター ・Ｍ メ ン賞

を授賞された

小松支部の

中村利雄兄弟

〈１２月１４日〉

⇔ゴールデ ン 。

グ リーナー賞

を授賞 された

普天 間支部 の

具志樫秀子姉妹

〈１２月 ７日〉

〈日本沖縄伝道部のペーン〉

＊去る１９６９年１０月の扶助協会総大会に日本沖縄

伝道部の扶助協会会長，柳田聡子姉妹は伝道

部を代表 して出席されました。

〈扶助協 会 ビル前 にて 柳田姉妹〉

〈写真左上〉 シンギ ングマザ ーズと中央管理会役 員の勢

揃い

く写真左下〉左よ りジヤ コブセ ン姉妹，柳田姉妹， シェ

イ姉妹

⇒岡町支部の

杉村 裕一兄 弟と

阿倍野支部の

早瀬久美子姉妹が

１１月１８日に結婚され

ま した。

←岡町支部 の

牧野正三兄 弟と

同支部 の

田村 聡子姉 妹が

１１月 ３日に結婚 され

ま した。

５７



マッケイ大管長 追悼 会開か る

デ ビ ド ０． マ ッケ イ大管長 は， １８日安息 日の朝

ホ テルユ タで逝 去 した。２１日の夜， 偉：大な 大管長 を

しのんで， 多 くの兄 弟姉 妹 が東京 西支 部 に集 ま り，

追悼 会 を開 いた。 ビル ス伝道 部長 は， か つ てハ ワイ

で伝 道 中， 当時 の マ ッケ イ副管 長 よ り面接 を受 けた

思 い 出や，“１９２０年来 日し，青森 で過 した ク リスマス，

神 の僕 を 召す様 子， 神殿 で の姿 な どにつ い て 語 っ

た。 広 が りゆ く御 業 に たず さわ る私 たち一 人一 入は

末 日聖徒 と して 受入 れ た信条， 誓 約 に さ らに忠実 に

生 きよ う と， 証 に み ちた会 で あ った。

〈 臼本伝道部の ペー ジ〉

、

「マ
ッ ケ イ 大 管 長 の こ と ば 、

い かな る成功 も家 庭の失 敗 をつ ぐな うこ とはで き

ない。

最 大 の成 功 と心 の満足 を得 たい な ら， イエ ス ・キ

リス トの福音 を 日々実 践せ よ。

人 は無 私 の原則 に さ らに献身す る必要 が あ る。 人

が 己のた めに のみ生 きて い る限 り， 世 に平 和 や 自由

は決 して訪 れ るはず がな い。

家 庭 を清 い， 価値 あ る もの と してゆ く能 力は， 末

日聖徒 イエ ス ・キ リス ト教 会 にあ る。

家 庭 は まこ とに社 会 の根 本 単位で あ り， 入 の親 た

る ことは神 た る ことに次 ぐもので あ る。 もしも天 使，

が訪 ず れた な ら，喜 んで逗留 す るほ ど私 た ちの家 庭

を 心 して整 え よ うで はないか。

選 んだ職業 が なんで あ ろ うと も， よ り優 れ た人 と

な るよ う， 最 善 をつ くせ。

「聖徒 の道」 予言 者 の こ とば よ り抜粋

灘

５８



卜

〈 日本伝道部 のペー ジ〉

東 北 地 方 に

教 会 堂 建 築 は

１９７０年は日本にとって，大きな意味をもつすばらしい年に

なりそうです。

ジョセフスミスにより回復された真の福音は日本伝道部各

地にひろまり，多 くの民が主のあぐみを受けています。

山形，福島，新潟，青森，八戸，盛岡，郡山，秋田，長岡

いわきを導 く東北地方部の中心地仙台に，主の宮居である教

会堂の建築がはじまりました。寒い東北の地で，熱心な建築

宣教師達が心をつ くし，思いをこあ，よろこびにみちて建築

にはげんでおります。主の導きをうけた献身的兄弟姉妹の働

きを通 し，この東北の地に御業が確立せんことを祈ります。

じ ま る

仙 台 支 部

公 止
口

宗 教法 人 「末 日聖徒 イ エス・キ リス ト教 会 は，

昭和４５年 ２．月 １日よ り， 仙台市 上 杉 ４～ １～ ５

於 て，教 会堂 の建築 を （新築） を 開始 します の

で， この 旨公告 いた します。

昭和４５年 １月１０日

宗教法人 「末 日聖 徒 イエ ス ・キ リス ト教 会 」

代表役員 ウ オ ル ター Ｒ． ビル ス
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徒

ロ論と家庭の幸福 の

道

リチ ャ ー ド Ｌ． エバ ン ズ

幸 福な生活に必須のことの一つに、一致 したしあわせな家庭があげられる。その

よ う な家 庭 は 、 人 格 と礼 儀 、 ご く平 凡 な常 識 に よ っ て形 成 され るの で あ る。 人間 関

係 の 縮 図 と も言 うべ き この家 庭 の 中 に あ っ て 、 口論 や 誤 解 に よ り平 和 と幸 福 が失 わ

れ て 良 い もの で あ ろ うか。 ドロ シ ー ウ ォ ル ワ ー ス は こ う書 い て い る。 「あ る種 の

口論 は激 しい雷 雨 の よ う に大 気 を洗 い 清 め ま す。 しか しあ る 口論 は 、 み に くい傷 跡

と し こ り と を残 し、 つ い に は結婚 を破 綻 させ る こ とさ え あ るの です 。 … … シー ザ ー
　

が ル ビ コ ン 川 を渡 っ た時 、 ひ き返 した と して も、 元 の よ う にす べ て の もの を手 に す

る こ と は で き ませ ん で し た。 … … あ な たが 口論 の場 で… … 憎 しみ を こめ 、心 を射 す

非情 な言 葉 を口 にす るな らば 、 … … ま た、 過 去 の 失 敗 を こ と ご と く数 え あげ 、 美 し

い思 い出 を打 ち こ わ す な らば 、 … … や りな お しは き き ませ ん。 あ な た が た夫 婦 の関

係 は 以 前 とは違 っ て し ま うの です 。 … … 夫 も妻 も互 い に 、心 身 を使 い は て た一 日の

終 りに相 手 の 言 うこ と を、気 に しす ぎて は な りませ ん。 … … わ ず らい や 緊 張 感 に心

が疲 れ て い る時 、 不機 嫌 な 時 … … あ な た はや さ し くあ りな さ い。 こ の時 代 に 、私 た

ちに は、 愛 す る人 と争 う こ と で は な く、 ず っ と有 益 で エ ネ ル ギー を消 費 す る に足 る

もの が 、 何 か ほ か に あ る はず です 。 … … 勝 と う と思 っ て 口論 して は い け ませ ん。 夫

や妻 は敵 で は な く、 さ さ いな 勝 利 を求 め て争 う よ うな対 象 で は な い の で す。 … … 口

論 は 、 必 ず しず ま るべ き もの です 。 口論 を終 らせ て、 … … 互 い に何 日 も不 機 嫌 な よ

うで‘あ っ て は い け ませ ん。 『ごめ んな さ い』 と言 う人 もあ る で し ょ う。 その 言 葉 が

素 直 に言 え る よ うで あ りな さ い。 意 地 はマ イ ナ ス です 。 … … いつ も 自分 が正 しい と

言 い張 っ て は い け ませ ん。 最 後 に注 意 し た い の は 、 口論 は 人 前 で は しな い こ と。 人

々 の 面 前 で の 争 い こ そ 、最 も あ と味 の悪 い もの で す 。 そ れ に は た だ一 つ 、 や め な さ

い、 と言 い な さ い３ 結 局 は 、 人格 と礼儀 と常 識 の 問 題 で あ る。 す み ませ ん とあ や

ま る こ と を恐 れ て は な ら な い。 だ れ か が 心 か ら そ う言 う時 、 あ な た は受 け入 れ な さ

い。 意 地 や高 慢 や 頑 固 に よ っ て 、家 塵 の平 和 と幸福 を こわ して は な らな い。
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